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糖
業
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と
ジ
ャ
ワ
農
村
社
会

1
1
九
世
紀
末
～
二
〇
世
紀
初
め
の
ス
ラ
バ
ヤ
を
例
に
し
て
ト
ー

植

　

村

　

　

泰

　

夫

【
要
約
】
　
小
稿
で
は
十
九
世
紀
末
～
二
〇
世
紀
初
に
お
け
る
ス
ラ
'
ハ
ヤ
南
部
の
農
村
経
済
の
貧
困
化
を
'
糖
業
プ
ラ
ソ
テ
ー
シ
T
4
ソ
の
展
開
と
関
連
づ
け

て
土
地
所
有
'
農
業
の
二
側
面
か
ら
分
析
す
る
。

権
業
プ
ラ
ソ
テ
ー
シ
T
l
ソ
は
周
年
藩
潮
田
を
デ
サ
首
長
の
仲
介
に
よ
-
1
括
借
地
L
t
　
三
年
輪
作
法
に
よ
-
栽
培
を
展
開
し
た
。
借
地
の
拡
大
は
住
民

の
貧
困
に
つ
け
込
ん
で
な
さ
れ
'
ま
た
栽
培
に
投
入
す
る
大
量
の
労
働
力
は
著
し
い
低
賃
金
で
雇
用
さ
れ
た
。

こ
の
た
め
'
強
制
栽
培
期
の
デ
ィ
ソ
ス
ト
強
化
に
起
因
す
る
と
い
わ
れ
る
水
田
の
定
期
割
香
は
維
持
さ
れ
'
一
'
ハ
ウ
前
後
の
零
細
な
占
有
規
模
の
農
民

は
基
本
的
に
は
分
解
せ
ず
'
非
占
有
農
民
は
プ
ラ
ソ
テ
ー
シ
ョ
ソ
へ
労
働
力
と
し
て
流
入
す
る
。
ま
た
技
術
的
に
は
滞
概
の
有
無
を
基
軸
と
す
る
住
民
負

業
は
'
割
替
存
続
に
よ
る
停
滞
に
加
え
'
砂
糖
キ
ビ
栽
培
に
よ
る
早
稲
栽
培
の
強
制
'
地
力
の
消
耗
、
晨
作
業
上
の
困
難
の
増
大
'
濯
厩
用
水
不
足
な
ど

の
た
め
減
収
を
余
儀
な
-
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
　
六
l
巻
三
号
　
l
九
七
八
年
五
月

は

　

じ

　

め

　

に

1
八
七
〇
年
の
　
「
砂
糖
法
」
第
l
条
は
ー
従
来
ジ
ャ
ワ
で
行
な
わ
れ
て
き
た
砂
糖
キ
ど
の
強
制
栽
培
を
七
九
年
か
ら
漸
次
縮
小
し
、
九
1
年

①

に
は
完
全
に
廃
止
す
る
こ
と
を
定
め
た
。
こ
れ
以
降
、
砂
糖
キ
ビ
栽
培
は
オ
ラ
ン
ダ
資
本
に
よ
る
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
手
に
移
さ
れ
ー
住
民

の
水
田
を
賃
借
し
賃
労
働
者
を
雇
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
に
よ
-
ジ
ャ
ワ
の
糖
業
は
中
、
東
部
ジ
ャ
ワ
を
中
心

②

に
め
ざ
ま
し
-
発
展
し
ー
オ
ラ
ソ
ダ
の
ジ
ャ
ワ
植
民
地
支
配
の
中
軸
た
る
地
位
を
占
め
る
に
至
る
0
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と
こ
ろ
で
、
従
来
'
一
九
世
紀
末
～
二
〇
世
紀
初
の
プ
ラ
ソ
テ
ー
シ
T
n
ソ
展
開
期
は
ー
一
般
に
ジ
ャ
ワ
社
会
の
貧
困
化
が
よ
り
進
行
し
た
時

期
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
こ
の
貧
困
化
が
如
何
な
る
構
造
を
持
つ
の
か
と
い
っ
た
点
に
な
る
と
充
分
具
体
的
に
検
討
さ
れ
て

き
た
と
は
い
い
が
た
-
、
そ
れ
ゆ
え
ー
糖
業
プ
ラ
ソ
テ
ー
シ
ョ
ソ
の
展
開
が
当
該
段
階
の
ジ
ャ
ワ
社
会
の
発
展
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
影
響
を

③

及
ぼ
し
た
か
の
点
は
ほ
と
ん
ど
明
ら
か
で
な
い
。

本
稿
で
は
以
上
の
よ
う
な
状
況
を
ふ
ま
え
、
糖
業
の
最
大
の
中
心
地
で
あ
っ
た
そ
フ
バ
ヤ
理
事
州
南
部
の
ス
ラ
.
ハ
ヤ
'
シ
ド
ア
ル
ジ
ョ
、
モ

ジ
m
ク
ル
ト
、
ジ
ョ
ソ
バ
ソ
の
四
県
を
分
析
対
象
と
し
て
取
り
上
げ
、
先
ず
当
時
の
プ
ラ
ソ
テ
ー
シ
ョ
ソ
に
よ
る
砂
糖
キ
ビ
栽
培
の
特
色
を
考

察
し
、
次
に
そ
れ
と
の
か
か
わ
-
で
住
民
の
土
地
所
有
、
農
業
の
状
況
を
具
体
的
に
検
討
し
、
そ
の
貧
困
化
の
構
造
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
こ
の
点
に
迫
-
た
い
。

本
稿
が
依
拠
す
る
主
要
な
史
料
は
A
　
「
ジ
ャ
ワ
・
マ
ゾ
ラ
に
お
け
る
原
住
民
の
土
地
権
に
関
す
る
調
査
の
最
終
提
要
」
　
E
i
n
d
r
e
s
u
m
e
 
v
a
n

h
e
t
 
O
n
d
e
r
z
o
e
k
 
n
a
a
r
 
d
e
 
R
e
c
h
i
e
n
 
v
a
n
 
d
e
n
 
l
n
l
a
n
d
e
r
 
o
p
 
d
e
n
 
G
r
o
n
d
 
o
p
J
a
v
a
 
e
n
 
M
a
d
o
e
r
a
,
3
　
d
c
c
l
c
n
,
1
8
7
6
,
1
8
8
0
,
1
8
9
6
.

(
以
下
の
記
述
で
は
E
.
R
.
と
省
略
す
る
)
、
B
「
ジ
ャ
ワ
・
マ
ゾ
ラ
に
お
け
る
原
住
民
の
福
祉
減
退
に
関
す
る
調
査
」
　
O
n
d
e
r
z
o
e
k
 
n
a
a
r
 
d
o

m
i
n
d
e
r
e
 
w
e
l
v
a
a
r
t
 
d
e
r
 
l
n
l
a
n
d
s
c
h
e
 
B
e
v
o
l
k
i
n
g
 
o
p
J
a
v
a
 
e
n
 
M
a
d
o
e
r
a
,
3
3
　
d
e
e
l
e
n
,
1
9
0
4
-
1
9
1
4
.
中
の
理
事
州
別
報
告
集
の
う
ち

農
業
1
9
0
6
(
以
下
M
.
W
.
S
.
L
.
 
'
と
省
略
す
る
)
ー
港
溝
1
9
0
7
(
M
.
W
.
S
.
I
.
)
、
商
工
業
1
9
0
7
(
M
.
W
.
S
.
H
.
)
、
デ
サ
の
経
済
1
9
0
9
(
M
.
W
.

S
.
.
E
.
)
　
の
部
分
で
あ
る
。
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①
　
S
t
a
a
l
s
b
l
a
d
v
a
n
 
N
e
d
e
r
l
a
n
d
s
c
h
l
n
d
i
S
,
1
8
7
0
,
N
o
.
1
1
7
.
(
以
下
t
 
S
t
a
a
-

t
s
b
l
a
d
と
省
略
)

②
　
1
八
八
〇
年
代
に
は
セ
レ
I
病
と
砂
粒
恐
慌
に
よ
る
1
時
的
な
生
産
の
停
拝
ち

あ
っ
た
が
'
全
体
的
に
は
急
速
に
発
展
す
る
。
H
.
C
.
P
.
G
e
e
r
l
i
g
,
T
h
e
 
W
o
r
l
d

C
a
n
e
S
u
g
a
r
l
n
d
u
s
t
r
y
.
1
9
1
2
,
p
.
1
2
0
-
1
2
1
.
に
よ
れ
は
'
ジ
ャ
ワ
の
砂
培

産
出
高
は
1
八
七
〇
年
の
一
五
二
へ
五
九
五
ト
ン
が
'
八
〇
年
二
二
ハ
二
七
九
J
-
-

ソ
'
九
〇
年
三
九
九
'
九
九
九
ト
ン
へ
一
九
〇
〇
年
七
四
四
、
二
五
七
ト
ン
へ
一
九

一
〇
年
に
は
1
'
二
七
八
'
四
二
〇
ト
ソ
と
急
増
す
る
。
こ
れ
に
伴
な
い
総
出
積
ち

伸
び
t
 
J
.
S
.
F
u
r
n
i
v
a
l
,
N
e
t
h
e
r
l
a
n
d
s
l
n
d
i
a
,
1
9
3
9
,
p
.
2
0
7
.
に
よ
れ
は
八

五
年
に
は
ジ
ャ
ワ
か
ら
の
蛤
出
品
だ
街
の
四
五
パ
ー
七
ソ
J
-
を
占
め
る
。

二
〇
世
紀
初
頭
の
各
地
域
毎
の
プ
ラ
ソ
テ
「
シ
M
ソ
数
な
ど
に
つ
い
て
は
c
.
J
.

H
a
s
s
e
l
m
a
n
,
A
l
g
e
m
c
e
n
 
O
v
e
r
z
i
c
h
t
 
v
a
n
 
d
e
 
U
i
t
k
o
m
s
t
e
n
 
v
a
n
 
h
c
t
 
W
e
!
-

v
a
a
r
t
=
O
n
d
e
r
z
o
e
h
、
1
9
1
4
.
p
.
1
6
9
な
ど
を
参
照
ざ
れ
た
い
。

③
　
最
近
こ
の
点
に
触
れ
た
研
究
と
し
て
は
加
納
啓
良
「
植
民
地
期
イ
ソ
ド
ネ
シ
ア



糖業プラソテーシ1ソとジャワ黒村社会(植村)

の
村
落
経
済
　
-
　
ブ
ー
ケ
と
ブ
ル
ヘ
ル
の
所
説
を
め
ぐ
っ
て
　
-
　
」
(
「
ア
ジ
ア
経

済
」
　
1
九
七
四
-
二
)
が
あ
る
D
加
幻
氏
は
エ
ス
テ
ー
ト
経
済
の
進
展
は
員
村
へ

の
百
品
琵
済
の
浸
透
を
促
進
し
'
こ
れ
に
よ
っ
て
二
〇
世
紀
初
の
'
全
体
と
し
て

零
m
で
地
主
的
土
地
所
有
が
乗
員
間
で
あ
-
大
音
E
の
非
占
有
者
が
存
在
す
る
と
い

う
所
有
描
道
は
'
特
に
西
ジ
ャ
ワ
を
中
心
に
1
定
の
分
解
を
遂
げ
'
地
主
的
土
地

所
有
が
展
開
す
る
が
'
住
民
員
菜
は
停
滞
的
で
あ
1
両
品
作
物
生
産
の
展
開
も

家
計
捕
充
的
で
南
董
ロ
ー
'
利
貸
資
本
の
支
配
下
に
お
か
れ
て
お
-
'
全
体
と
し
て
プ

ル
ジ
m
ア
的
分
解
に
は
導
か
れ
な
か
っ
た
と
述
べ
ら
れ
る
。
筆
者
は
プ
ル
ジ
T
n
ア

的
分
解
が
充
分
展
開
し
な
か
っ
た
と
す
る
見
通
し
に
ほ
ほ
ほ
同
意
す
る
が
'
加
納

氏
に
あ
っ
て
は
こ
の
論
証
と
し
て
エ
ス
テ
ー
ト
の
影
響
を
主
に
商
品
経
済
発
展
に

限
定
さ
れ
て
い
る
点
な
ど
に
疑
問
を
感
じ
る
。
な
ぜ
所
有
の
分
解
が
末
展
開
な
の

か
'
な
ぜ
住
民
豊
美
が
停
指
的
な
の
か
'
プ
ラ
ソ
テ
ー
シ
ョ
ソ
展
開
に
即
し
て
'

具
体
的
に
地
域
毎
の
特
色
を
ふ
ま
え
つ
つ
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

一
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
砂
糖
キ
ピ
栽
培

1
　
栽
培
用
地
の
賃
借

先
ず
栽
培
用
地
の
賃
借
の
し
か
た
を
検
討
す
る
.
栽
培
に
必
要
な
住
民
の
使
用
す
る
農
地
の
賃
借
原
則
は
、
七
1
年
の
借
地
令
G
r
o
n
d
h
u
u
r

①
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

O
r
d
o
n
n
a
n
t
i
e
で
は
じ
め
て
具
体
化
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
1
八
七
〇
年
の
晨
地
法
A
g
r
a
r
i
s
c
h
 
W
e
t
の
規
定
に
よ
-
所
有
権
を
付
さ

れ
た
私
有
地
は
二
〇
年
以
内
、
世
襲
的
個
人
占
有
地
は
五
年
以
内
、
共
同
占
有
地
持
分
に
関
し
て
は
占
有
者
の
占
有
が
続
-
期
間
内
で
長
-
と

も
五
年
以
内
と
賃
借
期
間
の
上
限
が
定
め
ら
れ
、
ま
た
土
地
に
賦
課
さ
れ
る
税
、
デ
ィ
ソ
ス
ト
は
貸
手
側
負
担
と
さ
れ
た
。
ま
た
七
九
年
に
は

③

借
地
料
を
一
年
分
以
上
先
払
い
し
て
は
な
ら
な
い
な
ど
の
内
容
が
追
加
さ
れ
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
糖
業
が
個
々
の
農
民
か
ら
そ
の
水
田
を
借
地
す
る
道
が
開
か
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
さ
て
八
十
年
代
、
九
十
年
代
、
借
地
は
現

実
に
は
ど
の
よ
う
に
な
さ
れ
た
の
か
o
以
下
、
若
干
の
例
を
あ
げ
よ
う
D

八
十
年
代
の
1
調
査
に
よ
る
と
「
契
約
は
・
・
・
-
1
デ
サ
に
居
住
す
る
1
グ
ル
ー
プ
の
住
民
と
の
間
で
結
ば
れ
る
。
彼
ら
は
共
同
責
任
で
そ
の

⑥

土
地
を
一
区
画
に
ま
と
め
る
。
一
般
に
デ
サ
首
長
が
証
人
と
な
る
の
だ
が
、
彼
は
こ
の
よ
う
な
契
約
を
認
可
す
る
の
に
適
し
た
立
場
に
あ
る
。
」

と
い
わ
れ
、
ま
た
九
十
年
代
の
調
査
報
告
に
よ
れ
ば
「
実
際
に
は
企
業
家
達
は
広
大
な
ま
と
ま
っ
た
区
画
を
入
手
す
る
た
め
あ
ら
ゆ
る
策
略
を

用
い
ね
は
な
ら
ず
、
こ
の
た
め
に
手
数
料
と
贈
物
を
与
え
て
デ
サ
首
長
の
影
響
力
を
利
用
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
共
同
占
有
耕
地
の
賃
貸
は
個
々
の
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⑤

占
有
者
に
よ
っ
て
で
は
な
-
、
実
際
に
は
共
同
体
す
な
わ
ち
デ
サ
首
長
の
手
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
。
」
　
と
述
べ
ら
れ
る
。
次
に
契
約
成
立
時
の

状
況
を
具
体
的
に
み
よ
う
。
一
企
業
家
ボ
レ
ル
は
以
下
の
よ
う
に
回
想
し
て
い
る
0

貸
出
す
べ
き
バ
ウ
数
と
賃
貸
料
に
関
す
る
契
約
が
デ
サ
当
局
と
結
ば
れ
た
後
'
定
め
ら
れ
た
時
期
に
'
時
に
は
1
0
0
名
以
上
も
の
全
貸
出
者
が
デ
サ

首
長
に
連
れ
ら
れ
て
工
場
へ
来
る
O
そ
こ
で
は
支
配
人
と
農
場
監
督
も
出
席
し
'
次
の
よ
う
な
茶
番
が
済
じ
ら
れ
る
。
企
業
の
原
住
民
書
記
が
契
約
書
を

前
に
置
き
土
の
上
に
坐
る
O
,
)
の
契
約
書
に
は
全
貸
出
著
の
貸
出
地
と
賃
貸
料
の
取
分
の
状
況
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
'
こ
れ
が
読
み
上
げ
ら
れ
質
問
が

求
め
ら
れ
、
誰
か
が
何
ら
か
の
意
見
を
述
べ
た
後
'
支
払
が
な
さ
れ
る
。
各
貸
出
者
は
順
番
に
呼
ば
れ
'
そ
の
取
分
が
計
算
さ
れ
る
。
金
を
受
け
取
る
前

に
彼
は
契
約
書
に
サ
イ
ソ
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
が
'
こ
れ
は
契
約
者
名
の
後
に
マ
ー
ク
を
つ
け
る
書
記
達
の
ペ
ソ
に
手
を
触
れ
る
こ
と
で
済
ま
さ
れ
る
。

契
約
の
終
了
者
は
自
分
の
取
分
を
受
け
取
っ
て
退
席
で
き
る
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
う
考
え
る
の
は
間
違
い
で
あ
る
。
書
記
の
後
に
坐
っ
て

い
る
デ
サ
首
長
が
ど
の
よ
う
に
し
て
そ
の
金
を
取
-
込
み
'
自
分
の
前
に
広
げ
た
大
き
な
布
に
包
み
込
む
か
を
ち
ょ
っ
と
で
も
観
察
す
れ
ば
'
そ
の
考
え

は
ひ
っ
こ
め
ら
れ
る
に
違
い
な
い
。
こ
う
し
た
い
ん
ち
き
を
終
え
る
や
'
か
の
首
長
は
受
け
取
っ
た
賃
貸
料
を
自
分
の
金
庫
へ
運
ん
で
ゆ
-
の
で
あ
る
。

⑥

だ
か
ら
こ
の
間
、
郡
長
は
デ
サ
首
長
が
不
正
行
為
を
し
な
い
よ
う
必
要
な
対
策
を
採
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

以
上
の
三
例
は
い
ず
れ
も
借
地
契
約
が
個
々
の
土
地
占
有
者
を
相
手
と
し
て
で
は
な
-
、
集
合
的
に
一
括
し
て
な
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
そ
し
て
こ
の
際
ー
デ
サ
首
長
の
仲
介
が
極
め
て
大
き
な
役
割
を
果
し
て
い
る
O
　
こ
の
よ
う
な
契
約
方
式
は
菜
ジ
ャ
ワ
の
共
同
占
有
地
域
で

は
1
般
的
で
あ
り
、
占
有
者
の
独
立
し
た
賃
貸
は
む
し
ろ
例
外
的
で
、
特
に
全
部
の
耕
地
を
貸
出
す
デ
サ
に
お
い
て
は
、
交
渉
は
首
長
と
の
問

⑦

で
行
な
わ
れ
、
デ
サ
首
長
が
契
約
通
-
の
土
地
の
提
供
に
責
任
を
持
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
よ
っ
て
七
1
年
の
借
地
令
は
空
文
化
し
、
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
政
庁
は
こ
の
改
正
に
か
か
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
方
向

は
糖
業
プ
ラ
ソ
テ
ー
シ
m
ソ
の
意
向
に
沿
っ
て
現
状
を
追
認
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
九
五
年
に
は
共
同
占
有
の
水
田
は
持
分
権
保
有

者
の
三
分
の
二
以
上
の
同
意
が
得
ら
れ
れ
ば
1
括
借
地
で
き
る
と
規
定
さ
れ
、
同
時
に
世
襲
的
個
人
占
有
地
と
固
定
持
分
制
共
同
占
有
地
の
借

⑧

地
期
限
が
一
二
年
に
延
長
さ
れ
た
。
更
に
一
九
〇
〇
年
に
は
定
期
割
替
を
行
な
う
共
同
占
有
地
の
借
地
は
持
分
権
保
有
者
の
三
分
の
一
以
上
が
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⑨

反
対
し
な
い
限
-
可
能
で
あ
る
と
改
め
ら
れ
て
借
地
条
件
は
1
層
緩
和
さ
れ
、
そ
の
借
地
期
限
も
六
年
半
に
延
長
さ
れ
た
。

以
上
の
よ
う
に
桁
業
プ
ラ
ソ
テ
ー
シ
ョ
ソ
の
栽
培
用
地
は
、
当
初
よ
-
1
質
し
て
1
括
契
約
に
よ
れ
確
保
さ
れ
i
Z
と
考
え
ら
れ
る
o
さ
て
、

ス
ラ
.
ハ
ヤ
に
お
け
る
こ
う
し
た
1
括
借
地
の
中
味
を
M
.
W
.
に
依
-
具
体
的
に
検
討
し
て
み
る
こ
と
と
す
る
O

第
一
麦
は
ス
ラ
.
ハ
ヤ
理
事
州
に
お
け
る
水
田
面
積
と
糖
業
プ
ラ
ソ
テ
ー
シ
ョ
ソ
の
栽
培
面
積
を
県
別
に
一
覧
し
た
も
の
で
あ
る
。
糖
業
の
集

中
し
て
い
る
南
部
四
県
は
プ
ラ
ソ
ク
ス
河
流
域
に
位
置
し
、
B
の
周
年
濯
溝
田
の
比
率
が
高
い
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
る
。
後
述
の
よ
う
に
砂
糖

キ
ビ
は
乾
季
に
も
浸
水
を
必
要
と
す
る
か
ら
、
借
地
は
お
そ
ら
-
B
の
水
田
に
集
中
し
た
と
想
定
さ
れ
る
。

次
に
各
県
毎
の
借
地
方
式
を
み
よ
う
　
K
i
フ
ナ
ハ
ヤ
県
で
は
契
約
期
間
一
年
半
、
借
地
料
は
パ
ウ
当
り
′
四
〇
～
五
五
、
全
項
を
1
年
前
に

先
払
す
る
条
件
で
毎
年
水
田
の
三
分
の
1
づ
つ
が
貸
出
さ
れ
る
.
デ
サ
首
長
の
仲
介
手
数
料
は
バ
ウ
当
-
√
五
と
い
わ
れ
る
が
、
通
例
と
は
異

な
り
、
仲
介
は
あ
ま
-
1
駿
的
で
は
な
い
。
シ
ド
ア
ル
ジ
ョ
県
で
は
ほ
と
ん
ど
の
デ
サ
が
全
水
田
を
六
年
半
貸
出
し
、
毎
年
三
分
の
1
づ
つ
に

M
-
&
　
*
7
、
八
+
M
.
W
三
日
1
3
L
J
F
u
汗
口
】
m
a
t
學
V
'
i
斗
t
"
,
宗
芯



砂
糖
キ
ビ
が
栽
培
さ
れ
る
.
借
地
料
は
毎
年
一
〇
月
か
1
　
1
月
に
貸
出
デ
サ
全
体
の
地
代
(
l
a
n
d
r
e
n
t
e
)
額
に
等
し
い
頚
(
実
際
に
砂
糖
キ
ビ
栽
培

に
利
用
さ
れ
て
い
る
土
地
一
バ
ウ
当
-
に
換
算
す
る
と
′
四
〇
～
五
〇
)
が
デ
サ
首
長
に
支
払
わ
れ
る
O
　
こ
れ
は
そ
の
ま
ま
地
代
支
払
に
充
て
ら
れ
る
。

た
だ
ブ
ド
ウ
ラ
ソ
、
ク
テ
ガ
ン
、
ス
ル
こ
の
三
工
場
の
み
は
借
地
料
を
地
代
額
と
関
係
さ
せ
ず
に
、
バ
ウ
当
-
√
三
二
・
五
～
四
〇
の
積
で
l

年
前
に
1
括
し
て
先
払
す
る
と
い
う
0
　
デ
サ
首
長
の
仲
介
は
l
般
的
で
あ
り
'
手
数
料
は
バ
ウ
当
-
′
二
・
五
〇
で
あ
る
。
モ
ジ
ョ
ク
ル
ト
県

を
み
よ
う
。
県
内
の
五
郡
の
う
ち
モ
ジ
ョ
カ
ス
リ
郡
の
み
一
年
半
の
借
地
契
約
が
結
ば
れ
借
地
料
先
払
も
な
い
が
、
他
の
四
郡
で
は
六
年
契
約

で
借
地
料
先
払
が
1
般
的
で
あ
る
。
l
年
半
当
-
平
均
借
地
料
は
′
三
〇
～
三
五
で
あ
る
.
賃
貸
に
反
対
す
る
住
民
の
い
る
デ
サ
に
対
し
て
は

初
年
度
に
′
七
〇
～
八
〇
の
高
窮
借
地
料
を
支
払
う
が
、
次
年
度
以
降
は
′
三
五
～
四
〇
と
班
は
低
下
す
る
o
デ
サ
首
長
は
貸
出
を
強
制
は
し

な
い
が
、
あ
ら
ゆ
る
仲
介
を
は
か
-
、
バ
ウ
当
-
√
二
・
五
〇
の
手
数
料
を
得
る
。
最
後
に
ジ
ョ
ソ
バ
ソ
県
で
は
期
限
1
年
半
、
バ
ウ
当
-

′
二
五
～
一
二
〇
で
賃
貸
が
行
な
わ
れ
る
.
借
地
料
支
払
は
栽
培
の
1
五
ケ
月
前
で
あ
る
。
デ
サ
首
長
の
仲
介
手
数
料
は
′
二
・
五
〇
1
1
0
と

⑲

い
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
ス
ラ
バ
ヤ
、
シ
ド
ア
ル
ジ
ョ
両
県
の
場
合
の
よ
う
に
毎
年
デ
サ
の
水
田
の
三
分
の
1
づ
つ
が
貸
出
、
あ
る
い
は
栽
培
に
使
用
さ
れ

52 (384)
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る
の
は
、
当
時
の
プ
ラ
ソ
テ
ー
シ
ョ
ソ
が
採
用
し
て
い
た
三
年
輪
作
法
と
の
か
か
わ
-
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
0
秒
権
キ
ビ
は
苗
の
植
付
か
ら
収

だ
ま
で
約
1
年
半
の
相
関
を
必
要
と
し
、
ま
L
J
地
力
を
消
耗
さ
せ
る
こ
と
の
大
き
な
作
物
で
あ
る
か
ら
連
作
は
で
き
ず
、
こ
の
地
域
で
は
住
民

蔓
光
と
の
輪
作
が
不
可
遣
と
な
る
。
三
年
拾
作
法
に
お
い
て
は
例
え
ば
第
-
図
に
示
し
た
i
l
う
t
に
一
九
〇
〇
年
四
月
～
一
九
〇
一
年
一
〇
月
砂

桔
キ
ピ
ー
1
　
1
月
～
1
九
〇
二
年
四
月
米
、
五
月
～
1
0
月
裏
作
、
1
　
1
月
～
1
九
〇
三
年
三
月
米
と
い
う
よ
う
に
l
J
の
ロ
ー
テ
-
シ
m
ソ
は

三
年
で
1
巡
す
る
O
　
こ
の
場
合
砂
糖
キ
ど
の
収
麓
は
三
年
に
l
度
で
あ
る
か
ら
へ
　
プ
ラ
ソ
テ
ー
シ
ョ
ソ
が
毎
年
安
定
し
た
収
穫
を
得
る
た
め
に

は
契
約
地
を
三
分
す
る
か
ー
三
分
の
1
づ
つ
借
地
す
る
か
し
て
毎
年
植
付
を
行
な
わ
ね
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
あ
る
o
ま
た
六
年
半
と
い
う
契
約

期
限
も
、
こ
れ
ゆ
え
に
意
味
が
あ
る
。

モ
ジ
ョ
ク
ル
ト
、
ジ
ョ
ソ
'
ハ
ソ
両
県
に
関
し
て
は
具
体
的
な
記
述
が
な
-
輪
作
体
系
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
し
ろ
年
々
栽
培

用
地
が
変
更
さ
れ
た
の
は
確
実
で
あ
ろ
う
。
第
一
表
G
は
雨
季
の
砂
糖
キ
ビ
栽
培
面
積
で
あ
る
か
ら
'
乾
季
に
は
そ
の
栽
培
面
積
は
前
年
に
植

付
し
た
部
分
と
合
せ
る
と
第
1
表
G
に
掲
げ
た
面
積
の
ほ
ぼ
二
倍
に
達
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
を
ふ
ま
え
る
な
ら
ば
、
ス
ラ
バ
ヤ
南
部
で

は
圧
倒
的
な
比
率
で
良
田
が
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
貸
出
さ
れ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

さ
て
、
ジ
。
ソ
'
ハ
ソ
県
に
関
す
る
報
告
に
よ
れ
ば
ー
土
地
賃
貸
を
行
な
わ
な
い
デ
サ
の
方
が
賃
貸
デ
サ
よ
-
も
経
済
状
況
が
良
い
と
い
う
点

m

は
全
デ
サ
首
長
が
一
致
し
て
認
め
る
こ
と
で
あ
っ
た
と
述
べ
ら
れ
る
。
こ
の
点
の
詳
し
い
分
析
は
次
章
に
譲
る
こ
と
と
L
t
　
こ
こ
で
は
何
故
こ

の
よ
う
な
状
況
の
も
と
で
プ
ラ
ソ
テ
ー
シ
ョ
ソ
の
借
地
が
か
-
も
拡
大
し
た
か
考
察
し
た
い
。

こ
の
点
で
示
唆
的
な
の
は
1
八
六
八
年
に
シ
ド
ア
ル
ジ
m
の
1
デ
サ
で
あ
る
ラ
ソ
ド
ゥ
ガ
ン
で
行
な
わ
れ
た
調
査
で
あ
る
o
　
こ
の
デ
サ
で
は

唐
業
と
の
契
約
に
よ
る
砂
糖
キ
ビ
栽
培
も
既
に
行
な
わ
れ
て
い
た
が
、
水
田
を
貸
出
し
て
砂
糖
キ
ど
の
栽
培
契
約
を
結
ぶ
こ
と
が
有
利
か
否
か

と
い
う
問
に
対
し
て
ー
一
住
民
は
次
の
よ
う
に
答
え
た
。
「
自
分
の
意
志
で
砂
糖
キ
ビ
を
栽
培
し
販
売
す
る
者
が
最
も
大
き
な
利
益
を
得
る
。

契
約
に
よ
っ
て
こ
れ
を
行
な
う
者
も
同
様
で
あ
る
。
し
か
し
ー
た
だ
自
分
の
耕
地
を
企
業
者
に
貸
す
の
み
の
者
は
不
利
で
あ
る
。
彼
ら
が
そ
う

⑫

す
る
の
は
た
だ
彼
ら
が
現
金
に
不
足
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
」
　
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
ー
自
ら
商
品
生
産
と
し
て
砂
糖
キ
ビ
を
栽
培
す
る

53 (385)



こ
と
が
有
利
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
ー
現
金
不
足
に
よ
-
耕
地
を
賃
貸
せ
ざ
る
を
得
な
い
農
民
の
存
在
で
あ
る
。
さ
て
こ
の
現
金
不
足
の
内

容
を
も
う
少
し
詳
し
-
見
て
み
よ
う
。
二
〇
世
紀
初
の
段
階
で
先
払
さ
れ
る
借
地
料
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
か
を
検
討
す
る
と
ー
ス
ラ
バ
ヤ

県
で
は
タ
ネ
モ
ミ
、
耕
牛
ー
撃
そ
の
他
の
農
具
の
購
入
に
充
て
ら
れ
、
シ
ド
ア
ル
ジ
ョ
県
で
は
先
述
の
如
-
一
括
し
て
地
代
支
払
に
用
い
ら
れ

る
。
モ
ジ
ョ
ク
ル
ト
県
で
は
人
頭
税
や
地
代
の
支
払
に
充
て
ら
れ
る
他
、
日
常
の
消
費
に
必
要
な
物
や
タ
ネ
モ
ミ
、
稲
苗
の
購
入
、
祭
柁
費
用

w

に
使
わ
れ
、
ジ
ョ
ソ
バ
ソ
県
で
は
主
に
地
代
支
払
に
充
て
ら
れ
る
0
　
こ
の
よ
う
に
住
民
の
現
金
収
入
は
主
と
し
て
税
支
払
、
自
ら
の
経
営
の
再

生
産
に
必
要
な
諸
手
段
の
購
入
に
使
わ
れ
て
お
-
、
先
の
現
金
不
足
の
中
味
も
恐
ら
-
は
こ
れ
ら
に
充
て
る
費
用
の
欠
乏
で
あ
っ
た
と
想
定
で

き
よ
.
つ
。

⑬

従
来
、
農
民
は
こ
の
よ
う
な
費
用
を
得
る
た
め
住
民
間
で
水
田
の
賃
貸
、
質
入
を
行
な
っ
た
-
ー
ま
た
年
利
一
〇
〇
～
三
〇
〇
%
に
も
及
ぶ

⑬

高
利
で
の
借
金
を
余
儀
な
-
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
で
、
プ
ラ
ソ
テ
ー
シ
ョ
ソ
は
借
地
料
を
常
に
　
「
現
金
で
支
払
う
の
で
、

⑬

住
民
は
現
金
獲
得
の
手
段
と
し
て
こ
れ
を
ま
す
ま
す
利
用
」
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
貧
困
の
ゆ
え
に
住
民
は
先
払
さ

れ
た
借
地
料
を
実
際
に
土
地
を
貸
出
す
前
に
使
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
多
-
ー
貸
出
年
の
地
代
支
払
等
に
充
て
る
現
金
を
得
る
た
め
に
は
次
の
真

⑰

貸
契
約
を
結
ん
で
先
払
を
受
け
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
状
況
に
置
か
れ
て
お
-
、
こ
れ
に
よ
っ
て
1
度
プ
ラ
ソ
テ
ー
シ
m
ソ
に
水
田
を
貸
出
せ
ば
、

3

後
は
プ
ラ
ソ
テ
ー
シ
ョ
ソ
の
い
い
な
-
に
悪
条
件
で
の
賃
貸
か
ら
逃
れ
ら
れ
な
-
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

以
上
の
よ
う
に
糖
業
プ
ラ
ソ
テ
ー
シ
ョ
ソ
の
借
地
の
拡
大
は
住
民
の
貧
困
化
、
現
金
不
足
に
つ
け
込
み
、
先
払
胤
を
有
力
な
武
器
と
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

さ
て
次
に
当
時
の
プ
ラ
ソ
テ
ー
シ
m
ソ
に
お
け
る
砂
糖
キ
ビ
栽
培
の
実
情
を
枝
観
し
、
併
せ
て
労
揖
力
の
雇
用
の
あ
-
方
を
検
討
し
た
い
.

2
　
栽
培
と
労
働
力
雇
用

ジ
ャ
ワ
に
お
け
る
糖
業
プ
ラ
ソ
テ
ー
シ
ョ
ソ
の
栽
培
の
特
色
は
、
大
童
の
労
働
力
を
投
入
し
管
理
を
綿
密
に
行
な
う
こ
と
に
よ
-
単
位
面
積

当
-
の
高
収
量
を
実
現
す
る
こ
と
に
あ
る
。
ク
イ
ソ
タ
ス
に
よ
れ
ば
園
芸
農
業
に
さ
え
類
似
す
る
と
評
さ
れ
る
こ
う
し
た
方
式
が
採
ら
れ
た
理
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⑬

由
は
ー
広
大
な
栽
培
用
地
の
荘
保
が
困
難
な
こ
と
、
労
働
力
が
安
価
で
過
剰
に
供
給
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
.
以
下
、
1
九
〇
二
年

の
植
付
面
積
が
九
五
九
.
ハ
ウ
と
県
内
で
は
ほ
ぼ
平
均
的
な
規
模
を
有
す
る
シ
ド
ア
ル
ジ
ョ
県
ク
リ
ア
ツ
農
場
に
お
け
る
栽
培
過
程
を
見
る
。

先
ず
四
月
初
旬
に
栽
培
に
使
用
す
べ
き
水
田
の
収
琶
が
終
了
す
る
と
'
第
二
図
に
示
す
よ
う
な
栽
培
用
地
の
造
成
作
業
が
開
始
さ
れ
る
。
こ

≡

≡

≡

≡

≡

一

≡

第2図　摺　床　図
(出所) R.A. Quintus. op. tit.. 16, 17回に基づき作,漢

r一一二欝

≡
≡
≡
≡
≡
≡

北

1

寸

.7コ,s ffi.R　　　　　小x　　　托

床拡大図(床面積IAoノミウ)
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第二麦　権業プラ./テーシ;I/の平均日当額

19 04 年

男 l 女 l 子 供

′ 0 .2 5 ′ 0 .15 ′ 0 .1 0

′ 0 .3 0 ′ 0 .2 0
-

′ 0.25 ′ 0.20
′ 0 .15

-0 .3 0 -0 .2 5

~ / . 0 .4 5 ~ / . 0 .2 5 -/ ・o tご0

′ 0.20 メ. 0.15 ∫. 0 .10

-0 .4 0 -0 .2 0 -0 .15

-/ . 0 .3 5 - A. 0 .3 0
- -

′ 0.25 ′ 0.17 ′ 0 .10

-0 .3 5 -0 .2 0 -0 .1 2

出所:M. W. S. H.,398.ただしモジヲタルトのみM. W. S.E.76.による。

註:表中の空白は記載なし。 -は雇用がないことを示す。

の
際
、
水
田
上
に
残
っ
た
稲
苗
も
株
、
雑
草
な
ど
は
す
べ
て
焼
却
L
t
造
成
さ
れ
た
植
民

に
は
基
肥
と
し
て
少
量
の
硫
安
が
施
さ
れ
る
。
こ
の
作
業
は
約
二
ケ
月
を
要
し
、
苗
の
植

付
は
六
月
初
旬
に
実
施
さ
れ
る
。
苗
植
付
は
従
来
の
畝
樋
か
ら
溝
櫓
に
改
め
ら
れ
た
が
、

1
バ
ウ
当
-
一
六
ー
0
0
0
-
二
四
、
〇
〇
〇
株
と
密
梅
で
あ
る
.
こ
の
よ
う
な
作
業
は

住
民
農
業
で
使
用
さ
れ
る
の
と
は
ぼ
同
様
の
農
具
を
用
い
て
行
な
う
た
め
、
特
に
大
量
の

労
働
力
投
入
が
必
要
で
あ
-
、
毎
日
'
ハ
ゥ
当
-
五
～
六
名
が
動
員
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
植
付
が
終
了
す
る
と
、
そ
の
後
補
柘
へ
　
二
～
三
回
の
追
肥
ー
中
耕
除

草
、
.
積
水
ー
苗
の
成
長
に
応
じ
て
の
五
回
の
培
土
な
ど
を
経
て
、
翌
年
の
六
～
1
　
1
月
に

は
収
穫
期
を
迎
え
る
.
収
穫
の
ピ
ー
ク
は
六
月
～
九
月
で
あ
り
、
刈
取
っ
た
砂
糖
キ
ビ
は

そ
の
日
の
う
ち
に
工
場
へ
投
入
し
圧
搾
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
、
こ
の
作
業
は
牛
車
か
専

用
軌
道
を
用
い
て
大
量
の
労
働
力
を
集
中
的
に
投
入
し
て
な
さ
れ
る
O
製
梧
工
場
内
で
は

⑳

機
械
化
が
進
ん
で
い
る
。

こ
の
よ
う
に
栽
培
部
門
に
お
い
て
は
ー
四
～
九
月
が
労
倒
力
雇
用
の
ピ
ー
ク
で
あ
っ
た
。

①

労
働
者
の
主
要
な
雇
用
形
態
は
旦
握
で
あ
る
O
労
働
時
間
は
午
前
七
時
か
ら
正
午
ま
で
尉

き
、
一
時
間
の
休
憩
後
、
五
時
ま
で
樹
-
と
い
う
一
〇
時
間
労
倒
、
あ
る
い
は
午
前
・
午

e

後
各
六
時
間
づ
つ
の
1
二
時
間
労
働
で
あ
っ
た
.
な
お
二
〇
世
紀
初
頭
に
な
る
と
以
前
よ

3

-
も
婦
女
子
、
子
供
の
雇
用
が
増
加
し
た
と
い
わ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
労
出
力
は
主
と
L

r
/

て
施
肥
作
業
に
用
い
ら
れ
た
。

各
県
毎
の
平
均
日
当
折
は
第
二
表
の
通
-
で
あ
る
。
二
〇
世
紀
初
頭
の
そ
フ
バ
ヤ
理
事
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⑳

州
の
平
均
米
価
が
モ
ミ
一
ピ
コ
ル
当
-
′
二
・
〇
～
二
・
七
五
で
あ
る
こ
と
、
シ
ド
ア
ル
ジ
ョ
県
の
平
均
的
な
農
民
の
農
業
収
入
は
年
に
f
T
四

S
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎

○
で
あ
る
が
通
常
は
農
業
の
み
で
家
計
を
維
持
で
き
ず
副
業
が
必
要
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
こ
と
'
更
に
雇
用
期
間
は
せ
い
ぜ
い
約
半
年
に
過
ぎ

3ず
'
ノ
労
働
力
は
過
剰
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
.
第
二
表
の
日
当
額
は
極
め
て
低
い
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
O
ま
た
1
八
八
〇
年
と

一
九
〇
四
年
の
璋
金
水
準
を
比
較
す
る
と
、
後
者
の
大
巾
な
低
下
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
原
因
は
八
〇
年
代
か
ら
の
砂
糖
恐
慌
に
よ
る
梼
価
の

低
箔
、
婦
女
子
、
少
年
労
働
力
雇
用
の
増
加
、
他
地
域
か
ら
の
労
働
者
流
入
に
よ
る
労
働
力
過
剰
に
よ
る
と
い
わ
れ
る

さ
て
こ
れ
ら
の
労
働
力
は
、
主
と
し
て
デ
サ
首
長
の
仲
介
に
よ
っ
て
供
給
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
。
仲
介
内
容
は
労
働
者
の
身
元
照
会
ー
労
働

契
約
履
行
の
保
証
な
ど
で
あ
っ
た
o
プ
ラ
ソ
テ
ー
シ
ョ
ソ
の
初
期
に
は
そ
.
シ
ョ
ク
ル
下
県
で
な
さ
れ
た
よ
う
に
ー
首
長
の
強
制
に
よ
っ
て
デ
サ

⑬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

住
民
全
員
が
栽
培
に
動
員
さ
れ
る
と
い
っ
た
例
も
あ
っ
た
が
、
こ
う
し
た
強
制
は
九
〇
年
代
以
降
次
第
に
姿
を
消
し
ー
二
〇
世
紀
に
は
い
る
と

⑫

ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
-
な
る
。

以
上
に
梧
業
プ
ラ
ソ
テ
ー
シ
ョ
ソ
に
よ
る
砂
唐
キ
ビ
栽
培
の
特
色
を
概
観
し
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
内
容
を
持
つ
プ
ラ
ソ
テ
ー
シ
ョ
ソ
の
拡

大
が
如
何
な
る
影
響
を
農
村
社
会
に
及
ぼ
し
た
か
、
以
下
、
章
を
改
め
て
二
〇
世
紀
初
頭
の
ス
ラ
バ
ヤ
南
部
の
農
村
経
済
の
特
質
を
探
-
つ
つ

検
討
し
て
ゆ
き
た
い
。

①

　

S

l

a

a

t

s

b

l

a

d
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1

8

7

1
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N

o
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3

.

②

　

S

t
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t

s

b

l

a

d
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8

7

0

,

N

o
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5
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③

　

S

t

a

a

t

s

b

l

a

d

.

1

8

7

9

,

N

o

.

2

0

9

.

④
　
H
u
u
r
,
v
e
r
h
u
u
r
,
k
o
o
p
 
e
n
 
v
e
r
k
o
o
p
 
v
a
n
 
g
r
o
n
d
,
E
x
t
r
a
c
t
 
u
i
t
 
d
e

"
g
e
g
e
v
e
n
s
v
o
o
r
e
e
n
n
i
e
u
w
e
 
L
a
n
d
r
e
n
t
e
r
e
g
e
l
i
n
g
"
d
o
o
r
D
r
.
H
.
J
.
F
.

S
o
l
l
e
w
i
j
n
 
G
e
l
p
k
e
,
I
n
d
i
s
c
h
e
 
G
i
d
s
,
1
8
8
6
,
d
e
e
l
l
,
p
.
7
1
6
.

⑤
　
N
o
t
a
 
o
v
e
r
 
d
e
 
v
e
r
h
u
r
i
n
g
 
v
a
n
 
g
r
o
n
d
 
d
o
o
r
 
l
n
l
a
n
d
e
r
s
 
a
a
n
 
n
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e
t
-
I
n
-

1

a
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e
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s

,

1
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9

5

-

1

9
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0

,

p
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3

3
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た

だ
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D
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r

,

D
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J
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v
a
'
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B
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n
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n
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a
n
d
v
o
o
r
h
e
t
 
W
e
r
e
l
d
v
e
r
k
e
e
r
,
1
9
3
9
,
p
.
1
9
1
-
1
9
2
.

s

I

3

闇

m

⑥
　
L
.
W
e
s
s
e
l
s
,
 
"
D
e
 
S
u
i
k
e
r
i
n
d
u
s
t
r
i
e
o
p
 
J
a
v
a
,
 
"
I
n
d
i
s
c
h
e
G
i
d
s
,
1
8
9
1
,

d
e
e
1
2
,
p
.
1
7
5
7
-
1
7
5
8
.

⑦
　
B
u
r
g
e
r
,
o
p
.
c
i
t
.
,
p
.
1
9
4
.

⑧
　
S
t
a
a
t
s
b
l
a
d
.
1
8
9
5
,
N
o
.
2
4
7
.

⑨
　
B
i
j
b
l
a
d
o
P
 
S
t
a
a
t
s
b
l
a
d
v
a
n
 
N
e
d
e
r
l
a
n
d
s
c
h
-
I
n
d
i
e
,
N
o
.
5
5
2
0
.

⑲

　

以

上

の

記

述

は

M

.

W

.

S

.

E

.

1

0

8

,

1

3

3

,

1

3

5

,

1

3

8

,

1

4

0

.

に

よ

っ

た

。

ゥ

　

M

.

W

.

S

.

H

.

4

1

2

.

E
.
R
.
I
l
l
,
p
.
1
7
8
(
e
)
N
.
B
.

⑲
　
M
.
W
.
S
.
E
.
1
3
9
.
盈
ぴ
H
.
4
1
2
.

⑲
　
E
.
R
.
I
,
p
.
7
9
-
8
0
.
に
よ
れ
ば
'
共
同
占
有
水
田
の
貸
出
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
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が
現
金
挺
相
の
た
め
と
さ
れ
る
.
こ
の
よ
う
な
現
金
支
払
に
よ
る
水
田
貸
出
は
'

シ
ド
ア
ル
ジ
T
n
県
で
は
調
査
デ
サ
の
う
ち
の
水
田
の
存
在
す
る
八
デ
サ
中
の
四
デ

サ
'
モ
ジ
ョ
ク
ル
ト
県
で
は
共
同
占
有
水
田
の
存
在
す
る
l
二
デ
サ
中
l
デ
サ
の

例
が
あ
げ
ら
れ
る
。
ま
た
M
.
W
.
S
.
E
.
1
0
9
.
に
よ
れ
ば
ジ
m
ソ
.
ハ
ソ
県
で
は

地
代
を
換
金
し
て
納
め
ね
ば
な
ら
な
い
た
め
年
々
多
-
の
土
地
が
低
額
で
賃
貸
さ

れ
る
と
い
わ
れ
る
。

⑲
　
M
.
W
.
S
.
H
.
4
1
2
.
に
よ
れ
ば
'
ス
ラ
t
ハ
ヤ
'
シ
ド
ア
ル
ジ
t
q
両
県
で
は
借

地
料
先
払
の
有
利
な
点
と
し
て
'
高
利
貸
の
借
金
か
ら
逃
れ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
げ

ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
高
利
貸
を
営
ん
だ
の
は
主
に
中
国
人
商
人
'
ハ
ジ
'
デ
サ

首
長
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
以
下
'
貸
付
条
件
に
関
し
て
若
干
の
例
を
担
げ
る
。

「
通
常
'
月
二
〇
%
の
利
子
を
取
る
C
」
　
(
ス
ラ
.
ハ
ヤ
県
)
　
「
田
植
時
に
′
一
・
五

〇
倍
-
る
と
'
半
年
後
の
収
穫
時
に
は
モ
ミ
一
ピ
コ
ル
(
′
二
・
五
〇
⊥
二
・
〇

〇
)
を
返
済
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
(
シ
ド
ア
ル
ジ
m
県
)
　
「
′
一
倍
-
た
場

合
'
1
　
p
a
s
a
r
a
n
　
(
五
日
)
後
に
は
′
1
・
〇
五
を
返
済
す
る
。
」
(
シ
ド
ア
ル
ジ

m
県
)
　
「
少
額
貸
付
の
場
合
'
年
利
は
一
〇
〇
～
三
〇
〇
%
で
あ
る
。
多
額
貸

付
の
場
合
は
こ
れ
よ
り
低
利
だ
が
'
年
利
三
六
%
以
下
に
な
る
こ
と
は
な
い
。
」

(
ジ
t
n
ソ
'
バ
ン
県
)
詳
し
-
は
M
.
W
.
S
.
E
.
1
1
4
.
を
参
照
。

⑩
　
G
e
l
p
k
e
,
o
p
 
o
i
l
.
,
p
.
7
1
5
.

⑫
　
M
.
W
.
S
.
H
.
4
1
2
.
ジ
m
ソ
.
ハ
ソ
県
の
例
。
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例
え
は
ジ
T
n
ソ
.
ハ
ソ
県
で
は
賃
労
働
の
機
会
は
四
～
九
月
は
精
美
プ
ラ
ソ
テ
ー

シ
T
n
ソ
な
ど
で
の
労
脚
に
よ
っ
て
充
分
に
あ
る
が
'
そ
れ
以
外
の
月
は
不
充
分
で

あ
る
と
い
わ
れ
る
。
詳
し
-
は
i
b
i
d
.
.
7
4
.
を
参
照
。
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二
　
糖
業
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と
農
村
社
会

1
　
水
田
所
有

先
ず
土
地
所
有
の
側
面
か
ら
検
討
し
て
ゆ
き
た
い
o
権
業
の
借
地
は
先
述
の
よ
う
に
水
田
に
限
定
さ
れ
る
の
で
こ
こ
で
も
考
察
の
対
祭
は
水

田
の
み
に
絞
ら
れ
る
が
、
各
県
の
水
田
面
積
が
全
耕
地
面
積
に
占
め
る
割
合
を
計
算
す
れ
ば
、
ス
ラ
'
ハ
ヤ
県
八
二
・
7
%
、
シ
ド
ア
ル
ジ
ョ
県
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第三表　20世紀初共同占有水田持分面積分布

県 名
～ 1′4

- 蝣>

- 1/ 2
A *7

～ 3 ′4

/ : ウ

～ 1

ノ1.ウ

～ 2
; ->

メ) 4

ノミウ

～ 6

ノ1. ウ

*・- 9 ウ r JJ 計

ス ラ ノミ ヤ 8 0 9 1 .98 4 5 .15 6 7,56 2 7 ,7 90 7 49 2 2 5 . 2 4.07 7
(3 ー4 ) (8 .2 ) (2 1 .4 3 1.4 ) (3 2.4 (3ー1) (- ) (0 .1 ) ; ( 10 0

シ ド ア ル ジ ヨ 6 65 3,17 4 15 .78 7 2 1,574 5,3 96 2 60 4 0 46 .8 60

1.4 (6 .8 ) (3 3.7 ) (4 6.0 l l.5 0 .6) (- ) (I ) ' (10 0 )

モ ジ ヨ クル ト 3 0 7 1.70 6 6 .83 4 1 2,232 18 .9 12 1 ,0 17 0
I

0
i 4 1.0 08

0 .7) (4 .2 ) (16 .7 (29.8) (4 6.1 2.5 (- ) (ー 蝣) : ( io o )

ジ 冒 ソ ノミ ソ 2 57 57 1 1 ,272 7 ,3 65 ll.9 4 1 1 79 8 (空 ) 極 昌子

(1.2 2 .6 ) (5 .9 ) 3 4.1 (55 .3 ) (0 .8 ) (- )

ut
2.03 8

1.5

7,43 5
(5 .6

29 .0 49

(2 1.8

4 8.73 3
(36.5

4 4 ,0 3 9
(33 .0 )

2 .2 05

(1.7

14
(- )

2 5 ー
(- ) i

133 .538
(10 0 )

出所:M. W. S. E.. Bijl. II.

註:各数字は占有者数を示す。 ( )内は全占有者数に占める%である。

九
九
二
ハ
%
、
モ
ジ
ョ
ク
ル
ト
県
八
五
・
八
%
、
ジ
ョ
ソ
バ
ソ
県
九
五
・
二
%
と
圧
倒
的
比
率
を

①

占
め
る
こ
と
も
付
け
加
え
て
お
き
た
い
o
さ
て
、
ジ
ャ
ワ
に
お
け
る
土
地
所
有
権
の
性
格
に
閑

②

し
て
は
R
l
B
近
若
干
の
研
究
が
な
さ
れ
て
お
-
、
本
稿
で
は
こ
の
問
題
を
全
面
的
に
取
上
げ
る
余

裕
も
な
い
の
で
ー
以
下
の
記
述
に
お
い
て
は
論
を
進
め
る
上
で
必
要
な
限
-
の
側
面
に
対
象
を

限
定
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

さ
て
水
田
所
有
の
形
態
を
見
よ
う
0
　
1
八
六
〇
年
代
の
調
査
に
よ
れ
ば
そ
フ
ナ
ハ
ヤ
南
部
で
は

調
査
デ
サ
三
1
の
う
ち
二
四
の
デ
サ
が
水
田
を
持
つ
が
、
こ
の
う
ち
個
人
占
有
水
田
の
み
か
ら

な
る
の
は
1
デ
サ
(
そ
の
面
積
は
僅
か
九
・
五
.
ハ
ウ
に
過
ぎ
な
い
)
、
共
同
占
有
水
田
に
加
え
て
個
人

占
有
水
田
も
存
在
す
る
の
は
三
デ
サ
(
合
計
面
積
は
一
三
・
五
バ
ウ
)
で
あ
-
、
残
-
の
二
〇
デ
サ

で
は
共
同
占
有
水
田
の
み
で
あ
る
(
こ
の
二
〇
デ
サ
と
個
人
占
有
と
共
同
占
有
の
混
在
す
る
三
デ
サ
の

③

共
同
占
有
水
田
の
面
積
を
合
計
す
る
と
二
'
〇
〇
〇
t
ハ
ウ
を
越
え
る
)
。
こ
の
よ
う
に
水
田
の
所
有
形

態
は
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
が
共
同
占
有
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
水
田
は
、
水
田
区
画
が
固
定
し
て

お
り
耕
作
者
の
み
毎
年
交
替
す
る
と
い
-
二
デ
サ
を
除
い
て
、
す
べ
て
毎
年
水
田
区
画
が
変
更

④
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

さ
れ
耕
作
者
も
交
替
す
る
。
土
地
割
替
実
施
の
時
期
は
九
月
で
あ
る
。
割
替
制
成
立
の
要
因
に

っ
い
て
は
強
制
栽
培
制
度
の
時
期
に
へ
-
レ
ン
デ
ィ
ソ
ス
ト
が
著
し
-
強
化
さ
れ
た
た
め
、
負

⑥

担
と
収
入
の
平
等
を
保
つ
た
め
に
実
施
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
。

次
に
各
農
家
当
り
の
占
有
面
積
を
見
る
.
第
三
表
は
二
〇
世
紀
初
頭
の
共
同
占
有
水
田
の
持

分
面
積
の
分
布
を
一
覧
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
分
布
を
見
る
と
一
パ
ウ
以
下
が
六
割
強
を
占

め
、
二
バ
ウ
を
越
え
る
も
の
は
皆
無
と
い
っ
て
よ
い
。
特
に
シ
ド
ア
ル
ジ
ョ
県
で
は
1
'
ハ
ウ
以
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下
の
も
の
が
九
割
近
-
を
占
め
る
.
と
こ
ろ
で
ジ
ャ
ワ
に
お
い
て
は
、
1
バ
ウ
の
水
田
が
平
均
的
な
四
～
五
人
で
構
成
さ
れ
る
家
族
を
養
う
の

⑦

に
必
要
な
最
低
面
積
と
ざ
れ
、
同
時
に
家
族
労
働
に
よ
っ
て
耕
作
し
う
る
上
限
の
広
さ
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
す
れ
ば
著
し
い
零
細
化

が
進
行
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
零
細
化
の
理
由
と
し
て
人
口
が
急
増
し
た
の
に
開
墾
の
余
地
が
無
-
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を

⑧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

あ
げ
る
考
え
方
も
あ
る
。
た
し
か
に
一
般
に
人
口
は
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
お
-
、
ま
た
開
墾
の
余
地
に
つ
い
て
も
ー
シ
ド
ア
ル
ジ
ョ
県
な

⑬

ど
は
既
に
一
八
六
三
年
の
調
査
で
そ
れ
が
残
っ
て
い
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
他
の
三
県
に
つ
い
て
も
二
〇
世
紀
初
頭
の
段
階
で
は
は
ぽ

⑬

開
墾
し
っ
く
さ
れ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
し
か
し
、
こ
れ
だ
け
の
理
由
で
家
計
維
持
最
低
限
度
を
下
ま
わ
る
よ
う
な
零
細
化
の
状
況
を
説
明
し
う

る
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
問
題
を
考
察
す
る
に
あ
た
っ
て
は
先
に
触
れ
た
へ
-
レ
ソ
デ
ィ
ソ
ス
ト
の
重
圧
と
の
関
係
が
重
要
で
あ
る
　
E
.
R
.
に
よ
れ
ば
、
農
民

は
へ
-
レ
ソ
デ
ィ
ソ
ス
ト
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
本
来
は
負
担
義
務
の
な
か
っ
た
耕
地
非
占
有
者
に
ま
で
こ
れ
を
負
担
さ
せ
ー
そ
の
か
わ
-

⑫

に
水
田
の
持
分
を
与
え
た
ケ
ー
ス
が
多
-
み
ら
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
持
分
の
与
え
方
は
「
以
前
三
人
に
分
割
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
が
現
在
は
四

⑬

人
に
分
割
さ
れ
て
い
る
」
と
い
う
ふ
う
に
、
従
来
の
持
分
を
細
分
す
る
形
で
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
さ
て
、
こ
の
よ
う
な
細
分
化
に
よ
っ
て
既

⑬

に
六
〇
年
代
に
は
持
分
面
積
が
四
分
の
1
パ
ウ
と
か
二
分
の
二
ハ
ゥ
に
ま
で
縮
小
し
た
例
も
見
ら
れ
る
が
、
持
分
が
括
小
し
す
ぎ
れ
ば
逆
に
デ

⑬

ィ
ソ
ス
-
負
担
は
極
め
て
困
難
と
な
る
。
こ
の
た
め
ス
ラ
バ
ヤ
で
は
既
に
l
ハ
〇
年
代
に
、
そ
れ
ま
で
細
分
化
を
実
施
し
て
き
た
デ
サ
が
持
分
数

⑬

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

⑤

を
固
定
し
た
例
も
見
ら
れ
、
ま
た
九
〇
年
代
の
ス
ラ
バ
ヤ
の
二
ア
サ
で
は
権
力
が
介
入
し
て
行
き
す
ぎ
た
細
分
化
を
防
い
だ
と
い
わ
れ
る
。
そ

⑬

し
て
二
〇
世
紀
初
頭
に
な
る
と
、
中
部
ジ
ャ
ワ
の
共
同
占
有
地
域
で
は
持
分
数
の
固
定
が
1
般
的
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
O
　
ス
ラ
'
ハ
ヤ
で
も
M
・

⑬

W
.
に
よ
れ
ば
最
近
は
持
分
面
積
の
変
化
は
な
い
と
報
告
さ
れ
て
お
-
、
持
分
数
は
固
定
さ
れ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
以
上
に
述
べ
た
こ
と
か

ら
す
れ
ば
、
第
二
表
に
掲
げ
た
持
分
面
積
の
分
布
は
、
l
九
世
紀
末
ま
で
に
限
界
ま
で
括
小
し
た
結
果
を
示
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

第
三
番
目
に
耕
地
非
占
有
者
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。
こ
の
非
占
有
者
の
起
汀
、
性
格
な
ど
は
今
の
と
こ
ろ
不
詳
で
あ
る
が
、
少
-
と
も

缶

一
九
世
紀
以
前
か
ら
存
在
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
彼
ら
は
更
に
家
と
屋
敷
地
を
所
有
す
る
者
と
ー
そ
れ
ら
を
持
た
ず
他
人
の
屋
敷
地
に
寄
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⑳

寓
す
る
著
と
に
二
分
さ
れ
る
。
彼
ら
は
屋
敷
地
で
の
栽
培
、
水
田
占
有
者
の
農
作
業
等
の
手
伝
な
ど
に
よ
っ
て
生
計
を
維
持
し
て
き
た
。
先
に

見
た
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
属
が
持
分
の
笛
分
化
に
よ
っ
て
水
田
の
持
分
占
有
者
に
　
「
上
昇
」
せ
し
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
1
九
世
紀
末
以
来
、

9

日
分
化
が
限
界
に
達
し
、
し
か
も
人
口
が
増
加
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
急
速
に
そ
の
数
を
拡
大
し
た
と
い
わ
れ
る
.
一
九
〇
五
年
の
統
計
に
よ
る

⑳

と
、
そ
フ
.
ハ
ヤ
理
事
州
全
体
で
そ
の
数
は
約
一
八
万
人
に
の
は
-
、
全
農
民
数
の
四
割
を
占
め
る
。

第
四
番
目
に
あ
げ
る
べ
き
特
徴
点
は
、
先
に
見
た
よ
う
に
六
〇
年
代
に
は
一
般
的
で
あ
っ
た
土
地
割
替
割
が
、
世
紀
末
に
近
づ
-
と
全
ジ
ャ

ワ
的
に
次
第
に
廃
止
さ
れ
て
ゆ
-
侍
向
に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
若
干
の
数
字
で
示
す
な
ら
ば
ー
土
地
割
啓
を
伴
な
わ
な
い
固
定
持
分
制

共
同
占
有
デ
サ
の
数
は
1
八
八
二
年
の
1
0
、
六
四
〇
が
八
七
年
に
は
t
二
、
四
二
九
ー
九
二
年
に
は
一
三
、
二
〇
一
と
増
加
し
、
九
二
年
に
は

⑳

共
同
占
有
水
田
の
存
在
す
る
デ
サ
の
半
数
を
越
え
た
と
い
わ
れ
る
。
l
J
の
理
由
は
t
般
に
は
へ
-
レ
ソ
デ
ィ
ソ
ス
ト
の
軽
減
、
地
代
負
課
の
公

⑳

平
化
な
ど
が
い
わ
れ
て
い
る
。
ス
ラ
'
ハ
ヤ
に
つ
い
て
見
よ
う
O
ジ
ョ
ン
バ
ソ
県
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
K
o
l
o
n
i
a
l
e
 
V
e
r
s
l
a
g
の
記
事
に

よ
る
と
、
1
八
八
八
年
に
同
県
の
1
0
デ
サ
が
共
同
占
有
を
世
襲
的
個
人
占
有
に
転
換
し
た
い
旨
の
申
請
を
行
な
っ
た
が
、
そ
の
理
由
は
へ
-

⑳

レ
ン
デ
ィ
ソ
ス
ト
等
に
よ
る
困
難
が
大
半
除
去
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
と
い
わ
れ
ー
九
二
年
に
は
五
四
七
の
デ
サ
で
割
替
間
隔
を
延
長
す
る
準
備

⑤

が
な
さ
れ
て
い
る
と
報
告
さ
れ
、
九
四
年
に
は
ち
ょ
っ
と
で
も
可
能
な
所
で
は
毎
年
の
割
香
が
五
年
、
八
年
、
一
〇
年
毎
の
も
の
に
修
正
さ
れ

⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

つ
つ
あ
る
と
述
べ
ら
れ
る
。
九
六
年
の
報
告
で
は
前
年
に
三
〇
の
デ
サ
が
固
定
持
分
制
へ
移
行
し
た
と
い
わ
れ
ー
九
七
年
報
告
で
は
そ
の
数
は

⑳

三
1
≡
デ
サ
に
の
ぼ
る
と
述
べ
ら
れ
る
。
ス
ラ
バ
ヤ
県
で
も
二
〇
世
紀
初
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
ス
ラ
バ
ヤ
郡
と
グ
ヌ
ソ
・
ク
ソ
ド
ゥ
ソ
郡
で
は

①

毎
年
の
割
番
が
二
、
三
、
五
年
毎
に
な
り
、
前
者
で
は
固
定
持
分
制
も
発
生
し
た
と
い
わ
れ
る
o
　
こ
の
よ
う
に
1
般
に
は
　
「
よ
-
固
定
的
な
占

⑳

有
形
態
へ
移
行
す
る
傾
向
」
が
存
在
し
た
の
で
あ
っ
た
。

以
上
に
本
稿
で
は
糖
業
プ
ラ
ソ
テ
ー
シ
ョ
ソ
展
開
の
前
提
た
る
水
田
の
所
有
の
問
題
を
検
討
し
ー
そ
の
特
徴
を
四
点
に
わ
た
っ
て
考
察
し
て

き
た
O
さ
て
、
権
業
プ
ラ
ソ
テ
ー
シ
m
ソ
の
展
開
が
こ
れ
に
如
何
な
る
影
響
を
及
ぼ
し
た
か
、
以
下
考
察
す
る
o

手
が
か
り
と
し
て
糖
業
プ
ラ
ソ
テ
ー
シ
ョ
ソ
が
特
に
集
中
し
て
い
る
シ
ド
ア
ル
ジ
ョ
、
号
ジ
ョ
ク
ル
ト
'
ジ
ョ
ソ
バ
ソ
三
県
の
二
〇
世
紀
初
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頭
の
土
地
所
有
形
態
を
検
討
し
て
み
よ
う
　
M
.
W
.
S
.
E
.
の
記
載
す
る
統
計
に
よ
る
と
'
各
県
の
割
啓
を
伴
な
う
共
同
占
有
地
持
分
の
占

⑳

有
老
数
は
そ
れ
ぞ
れ
四
六
、
八
六
〇
、
四
一
、
〇
〇
八
、
二
一
、
五
九
三
人
で
あ
-
-
世
襲
的
個
人
占
有
地
及
び
固
定
持
分
制
共
同
占
有
地
の
占

⑲

有
老
数
は
一
ー
三
四
五
ー
五
ー
〇
一
八
、
一
七
ー
三
九
二
人
で
あ
る
。
こ
の
数
字
だ
け
か
ら
判
断
す
る
限
-
、
こ
の
三
県
で
も
固
定
持
分
制
へ
の

移
行
が
あ
る
程
度
進
行
し
て
い
る
か
に
見
え
る
。
た
だ
ー
こ
れ
ら
の
数
字
は
水
田
だ
け
で
な
-
畑
地
、
養
魚
池
な
ど
を
も
含
む
も
の
で
あ
-
、

⑬

畑
地
や
養
魚
池
は
E
.
R
.
段
階
で
も
一
般
に
世
襲
的
個
人
占
有
で
あ
っ
た
.
こ
の
点
を
念
頭
に
お
い
て
各
県
毎
に
詳
し
-
見
て
ゆ
-
と
、
先

⑳

ず
シ
ド
ア
ル
ジ
ョ
県
で
は
後
者
の
一
、
三
四
五
人
の
占
有
者
の
う
ち
、
一
、
三
〇
七
人
は
養
魚
池
占
有
者
で
あ
-
、
水
田
に
関
し
て
ほ
ほ
ほ
完
全

&

に
割
替
を
伴
な
う
共
同
占
有
で
あ
る
。
こ
の
水
田
に
関
し
て
は
割
替
間
隔
の
延
長
ー
固
定
持
分
制
へ
の
移
行
は
な
い
と
報
告
さ
れ
て
お
-
、
依

然
と
し
て
E
.
R
.
段
階
と
同
様
の
毎
年
の
定
期
割
番
が
実
施
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
次
に
モ
ジ
ョ
ク
ル
ト
県
に
つ
い
て
見
る
。
こ
こ
で

⑳

は
畑
地
が
八
、
一
〇
一
バ
ウ
あ
-
ー
こ
の
点
か
ら
す
れ
ば
先
の
五
、
〇
一
八
人
は
大
半
が
畑
地
占
有
者
で
あ
っ
て
、
水
田
は
や
は
-
割
啓
制
共
同

⑳

占
有
が
ほ
と
ん
ど
全
部
を
占
め
る
と
判
断
で
き
よ
う
。
こ
こ
で
も
シ
ド
ア
ル
ジ
ョ
県
と
同
様
に
割
替
間
隔
延
長
は
見
ら
れ
な
い
。
ジ
ョ
ソ
.
バ
ン

県
に
関
し
て
は
畑
地
面
積
も
三
、
〇
四
三
.
.
(
ウ
と
比
較
的
少
な
-
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
割
替
割
の
廃
止
、
間
隔
の
延
長
な
ど
も
あ
る
程
度
ま
で

進
ん
で
い
る
o
　
し
か
し
注
目
す
べ
き
こ
と
は
ー
こ
の
よ
う
な
固
定
持
分
制
へ
の
移
行
が
必
ず
し
も
順
調
で
は
な
-
、
ひ
と
た
び
固
定
持
分
制
を

採
用
し
た
デ
サ
が
ー
再
び
毎
年
の
定
期
割
啓
を
複
活
さ
せ
た
例
す
ら
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
一
八
九
四
年
の
K
o
l
o
i
-
t
a
l
e
 
V
e
r
s
i
n
g

に
よ
れ
ば
'

l
八
九
三
年
の
報
告
に
従
え
ば
'
固
定
持
分
制
共
同
占
有
が
存
在
す
る
ジ
ま
ソ
.
ハ
ソ
県
の
か
な
-
多
-
の
デ
サ
に
関
し
て
は
'
玩
在
は
以
下
の
如
-
宕
告

さ
れ
る
。
拭
地
の
固
定
し
た
分
割
は
,
.
S
己
く
a
h
 
a
t
o
k
"
の
語
で
示
さ
れ
る
状
態
の
性
質
を
ど
こ
で
も
持
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
換
l
一
1
1
ヱ
j
れ
ば
、
一

人
の
ゴ
ゴ
ル
に
割
当
て
ら
れ
た
耕
地
の
持
分
は
'
毎
年
同
じ
場
所
に
あ
る
の
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
状
態
は
、
ふ
つ
う
そ
の
土
地
を
年
々
梧
菜
に
貸
出

⑬

す
デ
サ
に
お
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
不
可
能
と
い
え
よ
う
。

と
あ
-
、
固
定
持
分
制
へ
の
転
換
の
困
難
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
定
期
割
啓
復
活
に
関
し
て
は
九
五
、
九
六
、
九
七
ー
九
八
年
の
報
告
に
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<
%

記
述
が
あ
る
が
'
九
五
、
九
八
年
報
告
で
は
そ
の
原
因
は
梧
業
へ
の
土
地
貸
出
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
モ
ジ
m
ク
ル
ト
県
の
レ
へ
ソ
・
L
の

1
九
〇
八
年
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
ジ
ョ
ソ
.
ハ
ソ
県
及
び
モ
ジ
ョ
タ
ル
ト
県
ト
D
・
ウ
ラ
ソ
副
郡
で
か
つ
て
固
定
持
分
制
に
移
行
し
た
三
六
八
デ
サ

を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
国
定
持
分
制
を
鑑
持
し
て
い
る
の
は
二
四
三
デ
サ
で
あ
-
、
こ
の
う
ち
〓
デ
サ
で
は
、
水
田
区
画
の
変
更
は
な
い
が

三
、
四
、
五
年
毎
に
耕
作
者
が
交
替
す
る
、
残
-
の
1
二
五
デ
サ
で
は
、
水
田
区
画
の
変
更
を
伴
な
う
毎
年
の
定
期
割
香
が
復
活
し
て
い
る
と

㊤

述
べ
ら
れ
、
そ
の
原
田
と
し
て
精
美
へ
の
土
地
貸
出
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
O

以
上
の
よ
う
に
培
菜
地
竹
村
で
は
基
本
的
に
は
毎
年
の
割
書
と
い
う
E
.
R
.
段
階
で
み
た
水
田
所
有
の
構
造
が
維
持
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

さ
て
'
こ
の
原
田
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
糖
菜
へ
の
土
地
貸
出
と
の
閑
適
を
ー
も
う
少
し
詳
し
-
検
討
し
て
み
よ
う
。
先
に
も
あ
げ
た
九
五

年
の
K
o
l
o
n
i
a
l
e
 
V
e
r
s
i
n
g
は
　
「
ス
ラ
'
ハ
ヤ
で
は
原
住
民
の
土
地
貸
出
者
は
な
お
、
世
襲
的
個
人
占
有
者
で
あ
る
こ
と
に
よ
り
1
時
的
に
土
地

の
使
用
権
を
完
全
に
失
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
よ
-
も
、
共
同
占
有
の
場
合
に
の
み
可
能
な
よ
う
に
、
貸
出
し
た
土
地
区
画
の
か
わ
-
に
他
の
区

画
を
l
時
的
に
利
用
で
き
る
l
J
と
の
方
を
は
る
か
に
優
先
す
る
o
J
　
と
こ
の
点
を
説
明
す
る
Q
　
と
こ
ろ
で
l
J
の
部
分
の
文
章
に
は
M
.
W
.
に
こ

れ
を
引
用
し
た
編
者
の
註
が
付
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
る
と
転
換
を
共
同
占
有
か
ら
世
襲
的
個
人
占
有
へ
の
移
行
と
見
な
す
の
は
誤
ま
っ
た

*?.

理
解
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
O
先
述
の
如
-
ス
ラ
.
ハ
ヤ
理
事
州
で
は
世
襲
的
個
人
占
有
へ
の
転
換
は
全
-
問
題
に
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
、
l
J
の

註
は
妥
当
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
引
用
文
中
の
「
世
襲
的
個
人
占
有
者
」
は
「
固
定
持
分
制
共
同
占
有
」
ー
「
共
同
占
有
」
は
「
定

期
割
替
制
」
と
読
み
か
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
次
に
M
.
W
.
に
載
せ
ら
れ
た
ジ
ョ
ン
バ
ソ
県
に
関
す
る
報
告
に
よ
れ
ば
、
固
定
持
分
制
が
糖

業
へ
の
土
地
貸
出
に
よ
っ
て
急
速
に
杜
絶
し
た
理
由
と
し
て
、
「
こ
の
企
業
は
な
お
ひ
と
ま
と
め
に
さ
れ
た
区
画
を
一
括
借
地
す
る
こ
と
の
み

希
望
し
て
お
-
ー
そ
れ
ゆ
え
そ
の
区
画
内
に
あ
る
彼
の
持
分
を
貸
出
す
こ
と
を
望
ま
な
い
ゴ
ゴ
ル
(
持
分
占
有
者
)
は
、
他
の
区
画
の
土
地
を
待

9

望
し
、
彼
の
持
分
を
そ
れ
に
含
ま
れ
な
い
持
分
と
交
換
す
る
」
　
と
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
例
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
年
々
栽
培
用
地
を
変
更
し
、

し
か
も
こ
の
用
地
を
毎
年
一
区
画
に
ま
と
め
て
借
地
す
る
唐
業
プ
ラ
ソ
テ
ー
シ
ョ
ソ
の
希
望
に
応
じ
る
に
は
、
土
地
貸
出
反
対
者
の
持
分
を
年

々
自
由
に
移
動
さ
せ
う
る
毎
年
の
定
期
割
啓
制
の
方
が
都
合
が
よ
か
っ
た
の
で
あ
る
.
シ
ド
ア
ル
ジ
ョ
県
の
よ
う
に
ー
デ
サ
の
全
水
田
を
対
象
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に
賃
貸
契
約
を
結
ぶ
場
合
に
は
ー
こ
の
点
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
記
述
が
乏
し
い
が
ー
「
毎
年
先
ず
新
た
に
砂
糖
キ
ビ
栽
培
用
地
を
確
定
し
、

*?,

そ
の
後
は
じ
め
て
米
や
裏
作
の
た
め
の
区
画
を
指
定
す
る
」
と
い
う
プ
カ
ロ
ソ
ガ
ソ
理
事
州
で
な
さ
れ
た
よ
う
な
方
式
で
ー
毎
年
三
分
の
一
づ

つ
の
水
田
を
砂
糖
キ
ビ
栽
培
用
地
と
し
て
確
保
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
こ
う
し
た
や
-
方
を
ス
ム
ー
ズ
に
実
施
す
る
に
は
、
毎
年
の
定

期
割
替
が
不
可
欠
な
も
の
と
な
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
糖
業
プ
ラ
ソ
テ
ー
シ
ョ
ソ
の
展
開
に
よ
っ
て
毎
年
の
定
期
割
替
が
温
存
さ
れ
た
こ
と
、
換
言
す
れ
ば
農
民
の
土
地
所
有
権
が

依
然
と
し
て
未
確
立
で
あ
-
、
土
地
に
対
す
る
共
同
体
の
規
制
が
色
濃
-
残
存
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
当
時
の
商
品
経
済
の
急
速
な
発
展
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
水
田
の
集
積
=
地
主
的
土
地
所
有
の
形
成
発
展
は
こ
の
地
域
で
は
基
本
的
に
阻
止
さ
れ
た
。
他
地
域
と
比
較
し
て
み
る
な
ら
ば
、

例
え
ば
世
襲
的
個
人
占
有
が
1
般
的
な
西
ジ
ャ
ワ
に
お
い
て
は
、
プ
リ
ア
ソ
ゲ
ル
な
ど
で
の
例
に
見
ら
れ
る
如
-
土
地
集
積
が
1
定
進
行
し
、

⑮

二
五
バ
ウ
を
越
え
る
地
主
も
存
在
す
る
し
、
ま
た
ス
ラ
'
ハ
ヤ
理
事
州
内
に
お
い
て
も
ス
ラ
'
ハ
ヤ
県
、
シ
ド
ア
ル
ジ
ョ
県
で
は
、
ハ
ジ
や
デ
サ
首

長
な
ど
に
よ
る
養
魚
池
の
集
積
が
見
ら
れ
ー
ジ
ョ
ソ
.
ハ
ソ
県
で
は
個
人
占
有
地
が
売
買
や
借
地
に
よ
っ
て
集
積
さ
れ
'
幾
人
か
の
村
諮
首
晨
や

㊨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ハ
ジ
は
こ
う
し
て
大
土
地
所
有
者
と
な
っ
て
い
る
と
報
告
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
割
昔
制
を
と
る
水
田
の
場
合
、
売
買
は
あ
り
え
ず
、
借
地
に

⑬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

よ
っ
て
土
地
を
集
積
す
る
例
も
見
ら
れ
る
が
、
賃
貸
期
間
は
最
大
で
も
1
年
間
に
限
定
さ
れ
て
お
-
、
こ
の
よ
う
な
賃
貸
は
ジ
ョ
ン
.
ハ
ソ
県
を

㊥

除
い
て
増
加
し
て
い
な
い
.
ま
た
権
業
地
帯
で
は
、
こ
れ
ら
の
住
民
間
の
土
地
貸
借
は
プ
ラ
ソ
テ
ー
シ
m
ソ
へ
の
貸
出
に
よ
っ
て
代
替
さ
れ
た

と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
か
-
し
て
、
ス
ラ
.
ハ
ヤ
南
部
で
は
、
二
〇
世
紀
初
頭
の
段
階
で
は
一
般
に
1
'
ハ
ウ
前
後
の
零
細
な
占
有
規
模
の
璋
民
が

存
在
し
っ
づ
け
る
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
そ
れ
ゆ
え
に
、
大
量
に
存
在
す
る
非
占
有
農
民
の
う
ち
、
刈
分
小
作
や
耕
作
請
負
に
従
事
す
る
者
の
比

率
は
ス
ラ
.
ハ
ヤ
理
事
州
全
体
で
は
わ
ず
か
二
・
三
鯵
に
す
ぎ
ず
、
全
ジ
ャ
ワ
・
マ
ゾ
ラ
の
平
均
値
1
〇
・
五
%
に
比
.
へ
て
著
し
-
低
い
.
逆
に
プ

㊤

ラ
ソ
テ
ー
シ
m
ソ
労
働
者
と
し
て
働
-
者
の
比
率
は
全
体
平
均
九
・
一
%
に
対
し
、
そ
フ
.
ハ
ヤ
で
は
三
二
・
二
%
に
も
及
ぶ
の
で
あ
る
。
地
主
的

土
地
所
有
が
未
展
開
な
ス
ラ
バ
ヤ
で
は
、
彼
ら
は
小
作
人
層
を
形
成
し
え
ず
、
い
わ
ば
位
性
的
な
失
業
状
況
に
あ
-
、
賃
労
働
の
機
会
を
与
え

⑳

る
唯
1
の
産
業
た
る
糖
業
プ
ラ
ソ
テ
ー
シ
ョ
ソ
へ
労
働
者
と
し
て
流
入
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
o
本
稿
で
は
先
に
糖
業
プ
ラ
ソ
テ
ー
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シ
ョ
ソ
労
田
老
の
低
真
金
の
理
由
と
し
て
労
働
力
過
剰
と
い
う
点
を
あ
げ
た
が
'
非
占
有
農
民
の
こ
の
よ
う
な
存
在
様
態
が
こ
の
労
働
力
過
剰

の
一
つ
の
内
容
を
な
す
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

さ
て
、
次
に
観
点
を
変
え
て
、
住
民
農
業
と
砂
糖
キ
ビ
栽
培
の
関
係
を
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
.

2
　
住
民
悪
業

ジ
ャ
ワ
の
水
田
農
業
は
1
殻
に
1
二
月
～
三
月
の
西
モ
ソ
ス
-
ソ
の
吹
-
雨
季
に
米
、
六
～
九
月
の
東
モ
ソ
ス
I
ソ
の
乾
季
の
頃
に
は
裏
作

㊤

物
を
栽
培
す
る
l
年
で
完
結
す
る
作
付
体
系
を
有
す
る
o

先
ず
米
作
の
特
色
を
見
て
い
こ
う
。
田
植
に
至
る
ま
で
の
準
備
作
業
は
、
シ
ド
ア
ル
ジ
ョ
県
を
例
に
と
れ
ば
以
下
の
通
-
で
あ
る
o
先
ず
水

田
に
注
水
し
'
翠
に
よ
る
第
1
回
の
耕
起
が
実
施
さ
れ
る
。
こ
の
後
ー
約
1
0
日
間
お
い
て
第
二
回
耕
起
が
な
さ
れ
、
更
に
パ
チ
ョ
ル
を
用
い

て
代
損
が
実
施
さ
れ
る
。
こ
れ
が
終
る
と
水
田
は
五
日
間
放
置
さ
れ
、
そ
れ
か
ら
雑
草
な
ど
の
残
留
物
が
除
去
さ
れ
る
o
　
こ
の
後
ー
田
面
を
均

%

一
化
す
る
た
め
に
第
二
回
目
の
代
接
が
行
な
わ
れ
る
。
こ
れ
が
済
め
ば
田
植
の
準
備
は
完
了
で
あ
る
。

⑳

耕
超
に
使
用
さ
れ
る
翠
は
ジ
ャ
ワ
翠
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
一
般
に
は
水
牛
二
頭
を
牽
引
力
と
す
る
が
、
深
耕
能
力
は
不
充
分
で
あ
る
。
田
植

は
苗
代
へ
の
揺
瞳
後
三
五
～
五
〇
日
で
実
施
さ
れ
る
。
百
の
丈
は
約
二
五
七
ソ
チ
で
あ
る
。
田
植
は
女
性
の
仕
事
で
あ
-
、
作
業
時
問
は
午
前

六
時
～
二
時
及
び
午
後
四
時
～
六
時
で
あ
る
。
1
バ
ウ
の
水
田
の
田
植
を
終
え
る
に
は
ー
五
〇
人
の
労
働
力
を
投
入
し
て
四
時
間
を
要
す
る

◎

と
い
わ
れ
る
。
さ
て
そ
の
後
、
水
の
入
れ
か
え
ー
除
草
な
ど
を
経
て
収
穫
期
に
至
る
の
で
あ
る
が
ー
二
〇
世
紀
初
頭
に
使
用
さ
れ
た
品
種
に
は

⑬

晩
稲
ー
中
稲
、
早
稲
の
区
別
が
あ
-
ー
栽
培
必
要
期
間
は
そ
れ
ぞ
れ
五
～
六
ケ
月
ー
四
～
五
ケ
月
ー
三
・
五
～
四
・
五
ケ
月
で
あ
る
。
水
田
へ
の

施
肥
は
ジ
ャ
ワ
の
土
壌
が
一
般
に
は
肥
沃
で
あ
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
こ
の
段
階
で
は
西
ジ
ャ
ワ
の
バ
ソ
ド
ソ
周
辺
や
プ
リ
ア
ソ
ゲ
ル
地
方
で
次

m

第
に
実
施
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
以
外
は
ー
ま
だ
一
部
の
農
民
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
収
量
安
定
ー
高
収
量
実
現
に
は
港
概
の
整
備
が

第
l
義
的
に
重
要
で
あ
る
。
こ
の
点
は
ス
ラ
バ
ヤ
理
事
州
に
つ
き
各
品
種
毎
の
バ
ウ
当
-
収
量
を
県
別
に
一
覧
し
た
第
四
表
か
ら
も
明
ら
か
で

あ
ろ
う
。
ま
た
ス
ラ
バ
ヤ
理
事
州
内
の
各
県
に
お
け
る
湾
流
の
普
及
率
は
第
l
表
に
示
し
た
と
お
-
だ
が
、
1
般
に
河
川
か
ら
の
潅
概
が
未
発
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第四表　20世紀初スラノくヤ理事州における/tウ当りモミ収量

地 域(濯況状況) 晩 稲-中 稲 早 稲 早稲(乾季)

スラノてヤ県ジヤ′てコタ郡(濯瀧田) …日 日 … 20~ 25
〟 . グヌソ . ケソデソ郡 (天水田)

シドアルジ 1 県 (潅漑田)

モ5 3 7 ル 1-w 30 ~ 35

ジフソ/:ソ県

グリセ県 (大半が天水田)

353525 ~ 40 3025 ~ 3018 ~ 30 20

20

12 ~ 20ラモソガン県 -

出所:M. W.S. L., 197.より作成。
註:単位はピコルである。

㊥

展
で
米
作
に
必
要
な
水
を
自
然
の
降
雨
を
た
め
池
に
た
め
て
利
用
し
て
い
る
北
部
で
は
し
ば
し

㊨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

ば
凶
作
に
襲
わ
れ
、
全
体
と
し
て
経
済
状
況
も
南
部
よ
り
も
悪
い
と
い
わ
れ
る
。
さ
て
、
こ
れ

ら
の
潅
泡
工
事
は
大
規
模
な
も
の
は
へ
-
レ
ン
デ
ィ
ソ
ス
ト
に
よ
っ
て
、
小
規
模
な
も
の
は
デ

サ
単
位
、
あ
る
い
は
数
デ
サ
が
達
合
し
て
実
施
さ
れ
た
。
水
路
等
の
維
持
保
全
は
一
般
に
そ
こ

◎

か
ら
受
水
す
る
水
田
占
有
者
に
課
せ
ら
れ
る
の
が
原
則
で
あ
っ
た
。

次
に
裏
作
を
検
討
す
る
0
　
ス
ラ
バ
ヤ
に
お
け
る
主
要
な
作
物
と
し
て
は
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
落

㊨

花
生
、
大
豆
、
甘
藷
、
キ
ャ
ッ
サ
バ
が
あ
げ
ら
れ
る
O
　
こ
れ
ら
の
作
物
は
栽
培
必
要
期
間
が
比

◎

校
的
短
か
い
の
で
、
乾
季
中
に
二
回
の
収
穫
も
可
能
で
あ
る
o
　
こ
の
他
ー
条
件
の
許
す
と
こ
ろ

で
は
米
の
屯
季
作
も
行
な
わ
れ
る
が
、
そ
フ
.
ハ
ヤ
県
で
周
年
濯
溝
田
の
四
六
%
を
占
め
る
以
外

◎

は
ー
そ
の
比
率
は
わ
ず
か
な
も
の
に
す
ぎ
な
い
。

き
て
こ
れ
ら
の
内
容
を
持
つ
住
民
農
業
は
ー
先
に
見
た
零
細
な
土
地
所
有
に
対
応
し
て
経
営

◎

規
模
も
零
細
で
あ
-
、
一
般
に
は
家
族
労
働
力
に
よ
っ
て
経
営
さ
れ
る
。
特
に
労
働
力
を
多
-

必
要
と
す
る
田
植
、
収
穫
な
ど
の
作
業
の
み
他
人
労
働
が
使
用
さ
れ
る
が
ー
従
来
こ
れ
に
は
チ

@

サ
内
の
相
互
扶
助
慣
行
が
利
用
さ
れ
て
き
た
。
た
だ
十
九
世
紀
末
ご
ろ
に
な
る
と
相
互
扶
助
は

㊨

次
第
に
用
い
ら
れ
な
-
な
-
、
か
わ
っ
て
労
働
老
雇
用
が
増
加
す
る
と
い
わ
れ
る
.

と
こ
ろ
で
本
稿
で
は
先
に
枝
葉
地
帯
に
お
け
る
割
替
制
維
持
を
明
ら
か
に
し
た
が
、
こ
の
こ

と
と
住
民
農
業
と
は
如
何
な
る
関
係
に
あ
る
だ
ろ
う
か
。
結
論
的
に
い
え
ば
、
割
番
制
の
存
在

は
農
業
発
展
の
障
害
で
か
っ
た
。
六
〇
年
代
の
ス
ラ
・
ハ
ヤ
で
の
調
査
に
よ
れ
ば
住
民
は
固
定
持

分
制
の
方
が
農
業
に
と
っ
て
望
ま
し
い
J
J
と
を
認
め
ー
そ
の
理
由
と
し
て
「
占
有
が
継
続
す
る
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権業プラソテーショソとジャワ毘村社会(位相)

flT五・i: t';'uへの土地naによるノ:ウ当り〒W2矢コ

項 目 I シドアルジ 1 i モジ 1 クノント ジフソ′~-y '蝣

A l 貸出期間に扶牲となる収琶分合計 /・150 /. 105 /. 95

A l 米作×1 回 √ 110 ① /蝣 75 ゥ /・ 75 号 :

a 2 m 作×1 回 30 /. 20 ゥ ′ 20

A 3 享…作×% 回 ′ 10 ②

A 一 裏作×% 回 ′ 10 ⑦
-

B . 砂析キビ栽培による米の収星河退分 F /. 20 I /. 40

B I 早稲耗培による減収 i - ③ /. 20 ョ f 25 号

/蝣 15 王ラ ーB 2 秒陪キビ栽培後の水田の減収 I

C . 禦 寡よって生じる余分な労伽 つ fl 5 ー

D . 績失額合計 (A + B + C ) /. 150 /. 130 ① /. l.T.十 l

E . 平均賃貸料収入 i /. 35 /. 30

F - 水田雛 必要即 ー ④ つ /. 25 ⑲ ー f 15 台

出所:M. W. S. H..410.より作成。
表註:①　晩稲を基準にノくウ当り40b*コルの収量, 1ピコルあたりf. 2.75で計算されている。

②　砂糖キピが5月から9月までに収控される土地の罰作軌こ関する数値であると説E/gされ
函UE9

③　この県では砂糖キビ栽培に使用する直前の栽培にも早稲は使用しない。

④　計算に入れられていない。

⑤　収穫に参加した雇用労鰍こ対する鞍酎bawonを差し引いた収量30」コ・ルf= 1ピコルあ

たり/.2.50のモミ価格を乗じている。

⑥　砂糖キビ栽培年の栗作についてであるとされる.

⑦　砂糖キビ収穫年の某作についてであるとされる。

⑧　晩稲に比べて収量の低いこと,価格の安いことの二つを内容とする。

⑨　砂糖キビ収穫後の水田の収量がかなり悪いため,損失積はしばしはこれを上まわるとさ

れる。

⑲　耕作費,苗購入費,スラマタン現用.運搬費などが内容としてあげられている。

⑪　ノミウ当り30ピコル. 1ピコル当り/.2.50で計算されている。

⑲　早稲はバウ当り収量が25ピコル, 1ピコル当りでf. 2あると計算される.

⑬　減収率20%で計算されている。

⑲　水田の畔を作ったり,砂糖キどの切株を除去したりするのに必要なコストはこの計算か

ら除かれている。

*　なお,表中のE, Fは土地貸出により待られるか,省くことのできる額である.表中の

-は,その項[=こ概当するものがないことを示す。

スラノ1.ヤ県については, M. W. S. H., 410はただノミウ当り約/. 100　と数字をあげる

のみで.各項についての説明はない。
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こ
と
に
よ
っ
て
、
現
在
は
毎
年
新
た
に
作
-
な
お
し
て
い
る
水
路
を
変
更
す
る
必
要
が
な
-
な
-
ー
水
路
が
確
定
さ
れ
る
の
で
、
潅
潜
に
と
っ

て
最
大
の
利
益
を
も
た
ら
す
」
　
こ
と
、
割
替
制
の
も
と
で
は
　
「
痩
せ
た
区
画
を
割
当
て
ら
れ
た
場
合
ー
翌
年
は
肥
沃
な
区
画
が
得
ら
れ
る
だ
ろ

e

う
と
考
え
る
の
で
ー
そ
れ
を
骨
身
を
削
っ
て
耕
作
し
よ
う
と
は
し
な
い
」
　
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
O
　
こ
の
例
が
示
す
よ
う
に
ー
割
替
制
は
港
概
の

面
で
障
害
と
な
-
、
ま
た
農
民
の
労
働
意
欲
を
阻
害
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
割
替
制
の
も
と
で
は
土
地
改
良
へ
の
努
力
も
ま
た
当

然
出
て
こ
な
い
。
l
八
九
二
年
の
調
査
報
告
は
ス
ラ
バ
ヤ
の
農
業
を
評
し
て
共
同
占
有
は
農
業
発
展
の
障
害
と
な
っ
て
い
る
と
述
べ
'
そ
の
理

◎

由
と
し
て
施
肥
が
行
な
わ
れ
な
い
こ
と
を
あ
げ
て
い
る
。
ま
た
E
.
R
.
に
よ
れ
ば
、
シ
ド
ア
ル
ジ
ョ
県
の
デ
サ
　
ジ
ャ
テ
ィ
カ
ラ
ソ
の
住
民
は

⑳

固
定
持
分
制
が
望
ま
し
い
理
由
と
し
て
、
念
入
-
な
作
業
と
施
肥
に
よ
っ
て
土
地
改
良
し
う
る
こ
と
を
あ
げ
る
。
二
〇
世
紀
初
頭
の
グ
リ
セ
県

⑲

で
は
割
替
間
隔
を
延
長
す
る
傾
向
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
施
肥
と
の
関
係
か
ら
で
あ
る
と
報
告
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
割
替
制
の
も
と
で
は
土
地

改
良
を
行
な
わ
ず
自
然
の
地
力
に
依
存
す
る
と
い
う
農
法
が
維
持
さ
れ
る
0

さ
て
以
下
こ
の
よ
う
な
住
民
農
業
に
対
し
て
砂
糖
キ
ビ
栽
培
の
拡
大
が
及
ぼ
し
た
影
響
を
考
察
し
、
前
章
で
放
れ
た
籍
業
地
帯
に
お
け
る
貧

困
化
の
構
造
を
探
-
た
い
。

M
.
I
V
.
に
は
糖
業
へ
の
土
地
貸
出
に
よ
っ
て
生
じ
る
I
¥
ウ
当
-
の
平
均
損
失
額
を
計
算
し
た
項
が
あ
-
、
そ
れ
を
l
覧
表
に
ま
と
め
る
と

⑬

第
五
表
の
よ
う
に
な
る
。
こ
の
計
算
方
式
に
は
理
解
し
が
た
い
点
も
あ
る
が
、
唐
業
へ
の
土
地
貸
出
が
住
民
の
貧
困
化
の
原
田
と
な
っ
た
と
い

う
点
は
、
こ
の
計
算
か
ら
極
め
て
明
確
に
示
さ
れ
る
。
第
一
に
E
t
 
F
の
合
計
が
A
項
に
比
べ
て
低
す
ぎ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
よ
う
。
ス
ラ
'
ハ〇

ヤ
南
部
各
県
で
は
糖
業
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
支
払
う
借
地
料
は
1
般
に
引
き
合
っ
た
額
で
は
な
い
と
見
な
さ
れ
て
い
る
と
の
紐
告
も
あ
る
が
、

そ
の
理
由
は
こ
の
点
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。
第
二
に
B
が
貧
困
化
要
因
と
し
て
か
な
り
の
比
重
を
占
め
る
。
以
下
、
こ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
見
よ

PIS
先
ず
B
l
の
早
稲
栽
培
に
つ
い
て
で
あ
る
が
ー
早
稲
は
第
四
表
に
示
し
た
如
-
晩
稲
に
比
べ
か
な
-
収
童
が
話
ち
、
質
も
劣
る
o
と
こ
ろ
が
砂

糖
キ
ビ
栽
培
用
地
の
造
成
に
四
月
初
旬
か
ら
取
-
か
か
る
た
め
に
は
収
穫
期
の
遅
い
晩
稲
が
そ
こ
に
栽
培
さ
れ
て
い
る
と
拓
合
が
悪
い
の
で
あ
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糖某プラソテ-ショソとジャワ黒村社会(植村)

-
、
プ
ラ
ソ
テ
ー
シ
ョ
ソ
側
は
早
稲
栽
培
を
望
ん
だ
の
で
あ
っ
た
.
か
-
し
て
、
モ
ジ
ョ
ク
ル
ト
、
ジ
ョ
ン
バ
ソ
両
県
で
は
、
賃
貸
契
約
中
に

⑬

貸
出
す
前
の
水
田
に
は
早
稲
を
栽
培
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
。
次
に
p
f
を
見
る
o
減
収
の
理
由
の
1
つ
は
砂
糖
キ
ビ
栽
培
に
よ
る
地
力

の
低
下
で
あ
る
が
、
こ
の
他
に
こ
の
栽
培
後
の
土
地
は
切
株
除
去
等
の
余
分
な
作
業
を
必
要
と
L
t
水
田
造
成
が
拙
速
に
流
れ
が
ち
で
田
植
期

ま
で
に
田
両
の
準
備
が
充
分
に
で
き
な
い
こ
と
、
苗
は
専
ら
翌
年
貸
出
し
を
行
な
う
水
田
の
た
め
に
早
-
か
ら
準
備
さ
れ
る
こ
と
が
多
-
I
 
p
]
m

m

の
水
田
の
田
植
時
に
は
し
ば
し
ば
成
長
し
す
ぎ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
0

さ
て
第
五
表
に
含
ま
れ
る
収
量
減
退
は
雨
季
米
作
に
限
定
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
以
外
に
も
乾
季
の
港
概
用
水
配
分
の
問
題
を
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
O
そ
れ
は
早
-
も
一
八
九
三
年
の
調
査
に
よ
っ
て
、
唐
業
へ
の
給
水
が
住
民
農
業
に
対
す
る
濯
溝
に
損
害
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
が

㊦

明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
分
析
を
乾
季
に
限
定
す
る
の
は
、
一
般
に
ジ
ャ
ワ
の
河
川
は
雨
季
に
は
充
分
な
水
量
を
有
す
る
と
い

⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊥

わ
れ
る
こ
と
、
ス
ラ
バ
ヤ
で
も
雨
季
の
港
瀧
用
水
配
分
問
題
は
生
じ
て
い
な
い
と
報
告
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
ー
乾
季
に
は

R
Y
H
も
水
の
豊
富
な
シ
ド
ア
ル
ジ
ョ
で
す
ら
、
上
流
と
下
流
の
住
民
の
間
で
し
ば
し
ば
水
争
い
が
発
生
し
た
と
い
わ
れ
る
よ
う
な
状
況
で
あ
っ

◎た
。

⑳

さ
て
潅
潮
間
題
解
決
の
た
め
に
様
々
な
対
策
が
採
ら
れ
て
き
た
が
、
そ
の
1
つ
と
し
て
二
〇
世
紀
初
頭
の
ス
ラ
'
'
(
ヤ
で
は
昼
夜
給
水
法
と
呼

ば
れ
る
配
水
法
が
実
施
さ
れ
た
。
一
九
〇
三
年
六
月
二
七
日
付
の
ス
ラ
バ
ヤ
理
事
の
命
令
書
に
よ
れ
ば
ー
「
水
は
日
中
は
砂
糖
キ
ビ
栽
培
の
た

め
に
使
用
さ
れ
、
原
住
民
の
裏
作
物
の
栽
培
の
た
め
の
使
用
は
夜
間
の
み
に
限
定
さ
れ
る
」
と
、
乾
季
に
は
昼
間
は
糖
業
ー
夜
間
は
住
民
農
業

ゥ

に
給
水
す
る
原
則
が
明
確
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
同
命
令
に
よ
れ
ば
ー
昼
間
と
は
最
大
限
で
午
前
六
時
か
ら
午
後
五
時
と
ざ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
配
水
の
実
態
を
見
る
と
「
東
モ
ソ
ス
ー
ソ
期
の
一
地
域
へ
の
給
水
量
は
、
そ
の
地
域
の
砂
糖
キ
ビ
栽
培
面
積
に
か
か
っ
て
い
る
」

(
ジ
ュ
ソ
.
ハ
ソ
県
)
、
「
l
地
域
へ
の
給
水
量
は
そ
の
地
域
の
砂
糖
キ
ビ
栽
培
の
広
さ
に
か
か
っ
て
お
-
、
そ
れ
ゆ
え
特
に
こ
の
栽
培
の
少
な
い
地

*
o

域
の
裏
作
に
不
利
で
あ
る
」
(
キ
ジ
t
n
ク
ル
ト
県
)
と
述
べ
ら
れ
る
如
-
ー
明
ら
か
に
糖
業
優
先
で
あ
っ
た
O
　
そ
し
て
糖
業
集
中
地
域
で
も
住
民

農
業
は
夜
間
し
か
受
水
で
き
な
い
こ
と
に
加
え
て
、
糖
業
が
先
の
昼
夜
給
水
法
を
必
ず
し
も
遵
守
し
た
わ
け
で
は
な
い
な
ど
の
こ
と
に
よ
-
、
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㊥

裏
作
へ
の
給
水
は
砂
糖
キ
ビ
栽
培
の
配
水
要
求
に
左
右
さ
れ
る
と
い
っ
た
状
況
が
l
般
的
で
あ
っ
た
。
か
-
し
て
、
糖
業
地
帯
で
は
岱
出
デ
サ

だ
け
で
な
-
、
全
般
的
に
裏
作
に
お
け
る
水
不
足
問
題
が
発
生
せ
ざ
る
を
え
な
い
。

こ
の
結
果
、
裏
作
面
積
が
減
少
し
た
。
例
え
ば
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
よ
う
に
比
較
的
水
を
必
要
と
す
る
作
物
は
減
収
と
な
る
(
ジ
謹
ソ
'
ハ
ソ
県
)
、

小
面
積
の
砂
糖
キ
ビ
栽
培
が
昼
間
に
ほ
と
ん
ど
全
部
の
水
を
お
さ
え
て
し
ま
う
た
め
裏
作
物
の
栽
培
が
減
少
し
た
、
水
を
必
要
と
す
る
価
値
の

a

高
い
作
物
を
栽
培
で
き
な
い
　
(
モ
ジ
ョ
ク
ル
ト
県
)
な
ど
の
影
響
が
見
ら
れ
、
ま
た
乾
季
の
米
作
も
給
水
制
限
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
可
能
な
限
-

⑳

縮
小
せ
し
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
梧
業
プ
ラ
ソ
テ
ー
シ
ョ
ソ
の
拡
大
に
よ
っ
て
、
住
民
農
業
は
表
作
、
裏
作
と
も
に
悪
影
響
を
被
-
、
そ
の
発
展
を
阻
害
さ
れ
る
。

B

こ
れ
が
糖
業
地
帯
に
お
け
る
貧
困
化
の
主
要
な
構
造
で
あ
っ
た
。

70 (402)

①
　
M
.
W
.
S
.
L
.
,
B
i
l
l
.
1
.
よ
り
算
出
。

②
　
最
近
の
研
究
と
し
て
は
'
加
納
啓
艮
「
デ
サ
共
同
体
に
関
す
る
1
考
察
　
-
　
『

現
地
人
土
地
権
調
査
最
終
提
要
』
　
を
素
材
に
　
-
　
」
'
(
「
ア
ジ
ア
研
究
」
二
二
-

四
)
'
同
「
十
九
世
紀
ジ
ャ
ワ
の
土
地
制
度
と
村
落
(
デ
サ
)
共
同
体
」
(
斉
藤
仁

編
「
ア
ジ
ア
土
地
政
策
論
序
説
」
　
1
九
七
六
年
所
収
)
'
内
藤
能
房
　
「
中
部
ジ
ャ

ワ
に
お
け
る
土
地
保
有
と
村
落
の
土
地
処
分
権
に
つ
い
て
」
(
「
1
橋
論
童
」
七
二

-
五
)
'
同
「
十
九
世
紀
ジ
ャ
ワ
の
　
「
土
地
占
有
形
態
」
　
再
考
・
I
ジ
ャ
ワ
村
落

の
歴
史
的
性
格
に
関
す
る
1
考
察
　
-
　
」
(
「
ア
ジ
ア
研
究
」
二
四
-
1
)
'
同
二

九
世
紀
中
葉
の
ジ
ャ
ワ
村
落
に
お
け
る
賦
役
遂
行
　
-
　
ジ
ャ
ワ
村
落
の
歴
史
的
性

格
に
関
す
る
l
考
察
I
」
　
(
「
一
橋
論
童
」
七
八
-
≡
)
'
森
弘
之
「
ジ
ャ
ワ
の

「
共
同
占
有
」
と
強
制
栽
培
制
度
」
(
「
社
会
経
済
史
学
」
四
1
-
四
)
な
ど
が
あ

る
。

③
　
E
.
R
.
I
,
B
i
j
1
.
A
.

ゥ
　
i
b
i
d
.
,
p
.
6
8
-
6
9
.

F
.
J
.
P
o
t
t
e
r
,
"
H
e
t
 
R
e
g
l
e
m
e
n
t
 
o
p
 
d
e
 
v
e
r
h
u
u
r
 
v
a
n
 
G
r
o
n
d
 
d
o
o
r

I
n
l
a
n
d
e
r
s
 
a
a
n
 
n
i
e
t
-
I
n
l
a
n
d
e
r
s
,
"
I
n
d
i
s
c
h
e
 
G
i
d
s
,
1
8
9
4
,
d
e
e
1
.
2
,
p
.

1

4

6

2

.

⑥
　
ス
ラ
'
ハ
ヤ
に
関
し
て
は
E
.
R
.
I
I
,
p
.
2
2
7
-
2
2
9
.
を
参
照
。
森
'
内
藤
'
加

納
の
各
氏
も
こ
の
点
に
つ
い
て
は
1
致
し
て
認
め
て
お
ら
れ
る
。
詳
し
-
は
前
掲

諸
論
文
参
照
。

⑦
　
H
a
s
s
e
l
m
a
n
,
o
p
,
c
i
t
.
,
p
.
2
9
6
.
及
び
E
.
R
.
I
I
,
B
i
l
l
.
W
.
p
.
i

⑧
　
例
え
ば
探
揮
八
郎
「
イ
ソ
ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る
土
地
問
題
」
(
「
織
Y
菜
だ
合
研
究

」
四
-
四
)
は
,
)
の
典
型
で
あ
る
。
探
洋
氏
は
'
十
九
世
紀
後
半
の
ジ
ャ
ワ
社
会

貧
困
化
の
第
1
の
原
因
と
し
て
こ
れ
を
考
え
て
お
ら
れ
る
。

⑨
　
詳
し
-
は
H
a
s
s
e
l
m
a
n
,
o
p
,
c
i
t
.
t
I
3
i
j
1
.
p
.
参
照
。
ス
ラ
.
ハ
ヤ
理
事
州
に
関

す
る
人
口
の
増
加
に
つ
い
て
は
M
.
I
K
.
S
.
E
.
,
B
i
j
1
.
I
.
を
参
照
。

⑲
　
R
e
g
e
e
r
i
n
g
s
o
n
d
c
r
z
o
e
k
 
n
a
a
r
 
h
c
t
 
L
a
n
d
b
c
z
i
t
 
o
p
 
J
a
v
a
,
1
8
G
3
,
A
d
a
-

t
r
e
c
h
l
b
u
n
d
e
h
.
d
e
e
1
2
3
.
p
.
2
7
8
.
同
様
の
記
述
は
　
R
e
g
e
e
r
i
n
g
s
o
n
d
e
r
z
o
e
k

n
a
a
r
d
o
 
K
c
c
h
t
c
n
 
o
p
 
o
n
o
n
t
g
o
n
n
c
n
g
r
o
n
d
c
n
,
1
8
6
7
,
A
d
a
l
r
e
c
h
t
b
u
n
d
e
l
s
.

d
e
e
1
.
1
4
,
p
.
1
5
1
.
に
も
見
ら
れ
る
。
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F
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I
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o
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k

e

n

s
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'

K

c

o

n

o

m

i

s

c

h

c

n

 

t

o

c

s

t

a

n

d

"

・

・

・

.

o

n

d

c

r

z

o

e

k

 

n

a

a

r

 

d

e

v
e
r
p
l
i
c
M
c
n
 
r
t
i
e
n
s
t
c
n
,
1
9
0
2
,
M
.
W
.
I
S
.
E
c
o
n
o
m
i
e
v
a
n
d
e
D
e
s
a
.
B
i
j
1
.

2
.
1
,
及
び
ゝ
r
.
w
.
s
.
i
:
.
.
2
9
.

C
_
)
　
ス
ラ
.
ハ
ヤ
理
事
州
に
お
け
る
そ
の
よ
う
な
例
に
つ
い
て
は
　
E
.
R
.
I
,
p
.
6
4
.

E

.

I

t

.

I

I

,

I

l

i

i

一

.

W

.

.

p

.

詔

-

8

9

.

E

.

l

l

.

I

I

I

.

p

.

6

1

.

7

5

.

7

6

,

8

4

,

8

7

,

9

5

.

ヽ

I
S
完
取
1

⑲
　
モ
ジ
n
ロ
ト
村
の
例
。
＼
蝣
-
.
I
I
.
I
I
.
1
i
i
i
1
.
X
.
p
.
9
3
.

⑩
　
モ
ジ
m
ク
ル
ト
レ
へ
ソ
ト
州
ト
タ
ラ
ワ
ス
村
'
グ
リ
セ
レ
へ
ソ
ト
州
ウ
ド
ロ
メ

ユ
ソ
村
な
ど
の
例
。
E
.
R
.
I
.
p
.
7
5
.

⑮
　
E
.
R
.
I
,
p
.
7
5
.
に
よ
れ
は
チ
ェ
リ
ボ
ン
理
事
州
で
は
「
テ
ィ
ソ
ス
ト
が
重
-
'

糖業プラソテーシ9ソとジャワ黒村社会(植村)

㊥　　　　　　　⑳　⑲　　⑲⑲　⑲
1
五
〇
平
方
ル
ー
デ
ソ
(
五
〇
〇
平
方
ル
ー
デ
ソ
=
1
.
ハ
ウ
)
の
持
分
と
は
つ
-

あ
わ
な
い
の
で
'
住
民
に
水
田
持
分
を
受
取
ら
せ
る
の
が
困
難
で
あ
っ
た
」
と
か
、

ブ
カ
B
ソ
ガ
ソ
理
事
州
で
は
「
こ
ん
な
小
さ
な
持
分
の
た
め
に
テ
ィ
ソ
ス
ト
を
負

担
す
る
-
ら
い
な
ら
職
人
に
な
る
。
」
　
と
1
環
民
が
述
べ
た
な
ど
と
報
告
さ
れ
て

忠
-
'
テ
ィ
ソ
ス
J
・
負
担
を
逃
れ
る
た
め
持
分
受
取
を
拒
否
し
た
員
民
の
存
在
が

稲
越
L
i
m
M
T
A

i
b
i
d
.
,
p
.
7
6
.
に
六
デ
サ
が
例
示
さ
れ
る
。

K
o
l
o
n
i
a
l
e
 
V
e
r
s
l
a
g
,
1
8
9
3
,
p
.
8
2
.
出
所
は
E
.
R
.
I
I
I
.
p
.
1
8
2
.

F
.
A
.
E
.
L
a
v
e
u
l
l
e
,
"
D
e
 
z
g
n
.
C
o
m
m
u
n
a
l
e
 
B
o
u
w
v
e
l
d
e
n
 
i
n
 
M
i
-

d
d
e
n
-
J
a
v
a
.
 
"
K
o
l
o
n
i
a
a
l
 
T
i
i
d
s
c
h
r
i
f
t
,
1
9
1
6
-
1
,
p
.
2
8
7
.

M
.
W
.
S
.
E
.
l
l
.

中
部
ジ
ャ
ワ
の
デ
マ
ク
地
方
で
t
七
九
六
年
に
行
な
わ
れ
た
調
査
に
よ
れ
ば
t

I
J
の
地
方
で
は
デ
サ
内
に
B
o
e
m
i
e
s
=
水
田
な
ど
を
耕
作
す
る
者
と
t
 
P
a
n
i
e
n
-

d
o
n
g
=
耕
地
を
持
た
な
い
著
の
二
階
層
が
存
在
し
'
後
者
に
は
そ
れ
が
開
墾
に

よ
っ
て
耕
地
を
持
つ
ま
で
は
詩
壇
の
負
担
は
か
け
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

詳
し
く
は
E
.
R
.
I
I
,
B
i
j
1
.
K
K
-
を
参
照
。

詳
し
-
は
E
.
R
.
I
l
l
,
p
.
8
4
-
8
6
.
を
参
照
.

M
.
W
.
S
.
E
.
,
1
4
6
.

H
a
s
s
e
l
m
a
n
,
o
p
.
c
i
t
こ
B
i
l
1
.
E
.
よ
り
算
出
。

E
.
R
.
I
I
I
.
,
p
.
1
7
9
.
た
だ
共
同
占
有
を
世
襲
的
個
人
占
有
へ
と
転
換
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
定
め
ら
れ
た
い
わ
ゆ
る
「
転
換
令
」
S
t
a
a
t
s
b
l
a
d
.
.
1
8
8
5
,
N
o
.

1
0
2
.
は
必
ず
し
も
成
功
で
あ
っ
た
と
は
い
え
な
い
。
田
中
則
雄
氏
に
よ
れ
ば
r
T
J

の
規
定
は
慣
習
法
に
結
び
つ
い
て
い
な
か
っ
た
た
め
大
部
分
死
文
化
」
し
た
と
い

わ
れ
る
が
　
(
「
イ
ソ
ド
ネ
シ
ア
土
地
制
度
史
概
要
」
'
岸
幸
1
・
馬
淵
東
1
編
著

「
イ
ソ
ド
ネ
シ
ア
の
社
会
構
造
」
　
l
九
六
九
年
所
収
p
.
4
1
4
)
'
そ
の
主
た
る

理
由
は
、
各
地
域
に
お
い
て
必
ず
し
も
へ
-
レ
ソ
デ
ィ
ソ
ス
ト
が
公
正
に
軽
減
さ

れ
た
と
は
い
え
な
い
状
況
が
あ
っ
た
こ
と
だ
と
考
え
ら
れ
る
0
な
お
'
こ
の
点
に

つ
い
て
詳
し
く
は
W
.
K
.
v
a
n
 
D
e
d
e
m
,
 
"
D
e
 
a
g
r
a
r
i
s
c
h
e
 
k
w
e
s
t
i
e
 
o
p

J

a

v

a

,

 

"

I

n

d

i

s

c

h

e

 

G

i

d

s

,

1

8

9

0

,

d

e

e

1

2

,

p

.

2

1

2

5

-

2

1

6

9

.

を

参

照

。

⑬㊥⑳⑯⑲⑳　㊧㊧⑲⑲⑳㊨　⑲⑲
H

a

s

s

e

l

m

a

n

,

o

p

-

c

i

t

こ

p

.

3

5

-

3

6

.

K
o
l
o
n
i
a
l
e
 
V
e
r
s
l
a
g
,
1
8
8
9
,
p
.
8
9
.
M
.
W
.
S
.
E
.
,
B
i
l
l
.
4
.
所
収
。

i
b
i
d
.
.
1
8
9
2
,
p
.
7
9
.

i
b
i
d
.
.
1
8
9
4
,
p
.
8
5
.

i
b
i
d
.
,
1
8
9
6
,
p
.

i
b
i
d
.
,
1
8
9
7
,
p
.
1
0
7
.

b
t
.
W
.
S
.
E
.
.
1
9
.

Hasselman,op.cit.,p.35.

第
三
表
参
照
o

M
-
W
.
S
.
E
,
.
,
B
i
i
1
.
I
I
I
.

E.R.I..Bij1.A.

M
.
W
.
S
.
E
.
,
B
i
j
1
.
I
I
I
.

i
b
i
d
.
.
1
9
.

M.W.S.」.,Bij1.I.

M
.
W
.
S
.
E
.
,
1
9
.

71 (403)



㊨㊨㊨

K
o
l
o
n
i
a
l
e
 
V
e
r
s
l
a
g
,
1
8
9
4
,
p
.
8
5
.
出
所
は
M
.
W
.
S
.
E
.
,
B
i
i
1
.
4
.

K
o
l
o
n
i
a
l
e
 
V
e
r
s
l
a
g
,
1
8
9
5
,
p
.
1
0
5
.
1
8
9
6
,
p
.
8
8
.
1
8
9
7
,
p
.
1
0
7
.
1
8
9
8
,

p
.
6
5
.
出
所
は
M
.
W
.
S
.
E
.
,
B
i
j
1
.
4
.

⑲⑲㊨㊤　⑮　㊨⑲㊨㊨㊨f
t

M
.
W
.
S
.
E
.
,
1
9
.
n
o
o
t
 
1
.

ibid.,Bii1.4.

ibid.,19.

K
o
l
o
n
i
a
l
e
 
V
e
r
s
l
a
g
,
1
8
9
3
,
p
.
8
2
.
出
所
は
E
.
R
.
I
l
l
,
p
.
1
7
9
.

と
-
あ
え
ず
M
.
W
.
I
X
,
B
i
j
1
.
1
3
.
を
参
照
.

M.¥V.S.E.,23,24.

ibid..129.

例
え
ば
シ
ド
ア
ル
ジ
ョ
県
で
は
金
持
が
増
加
し
た
と
い
わ
れ
る
が
t
 
r
J
の
中
に

水
田
借
地
者
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
{
i
b
i
d
.
,
5
6
.
)
ま
た
M
.
W
.
S
.
L
こ
1
9
4
.

に
よ
れ
ば
'
シ
ド
ア
ル
ジ
ョ
県
で
は
'
広
い
面
積
の
借
地
老
で
同
時
に
米
商
人
で

あ
る
者
は
米
の
収
穫
賃
金
を
現
金
で
バ
ウ
当
-
′
〇
三
五
支
払
う
と
あ
る
。
ま

た
M
.
W
.
S
.
E
.
,
1
3
0
.
に
よ
る
と
'
デ
サ
役
人
に
よ
る
デ
サ
内
で
の
借
地
が

か
な
り
あ
る
と
い
わ
れ
る
。

二
〇
世
紀
初
の
住
民
間
の
土
地
貸
借
の
条
件
等
に
つ
い
て
は
M
.
W
.
S
.
E
.
.

1
2
6
.
参
照
。
ま
た
共
同
占
有
水
田
持
分
の
賃
貸
に
関
す
る
デ
サ
の
諸
規
制
に
つ
い

て
は
E
.
R
.
I
,
p
.
7
9
.
を
参
照
.

M
.
W
.
S
.
E
.
.
1
2
8
.

H
a
s
s
e
l
m
a
n
.
o
p
.
c
i
t
.
.
B
i
i
1
.
E
,
よ
-
計
算
。

M
.
W
.
S
.
E
.
,
1
2
5
.
に
よ
れ
ば
'
権
業
プ
ラ
ソ
テ
ー
シ
m
ソ
は
非
占
有
者
に

賃
労
働
の
機
会
を
与
え
た
と
述
.
へ
ら
れ
る
。

奥
田
或
「
東
印
度
真
美
経
済
研
究
」
昭
和
1
八
年
p
.
-
6
9
,
p
.
9
4
-
9
6
.
を
参

照
。
な
お
奥
田
氏
は
雨
季
を
一
二
月
～
三
月
'
乾
季
を
六
～
九
月
と
ざ
れ
る
が
t

M
.
W
.
の
東
モ
ン
ス
I
ソ
期
'
西
モ
ソ
ス
-
ソ
期
の
用
語
法
は
必
ず
し
も
こ
れ

と
は
一
致
し
て
い
る
わ
け
で
な
く
へ
も
う
少
し
時
期
的
な
巾
を
持
た
せ
'
一
年
を

完
全
に
雨
季
'
乾
季
に
二
分
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

㊤
　
M
.
W
.
S
.
L
.
,
1
8
8
.
な
お
　
V
a
n
 
G
o
r
k
o
m
,
O
o
s
t
-
I
n
d
i
s
c
h
e
 
C
u
l
t
u
r
e
s
,

1
9
1
8
,
d
e
e
l
 
I
I
,
p
.
3
6
-
に
よ
れ
ば
'
一
般
に
は
水
田
の
田
植
準
備
作
業
に
必
要

な
期
間
は
'
休
止
期
間
も
含
め
て
五
〇
～
六
〇
日
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

⑳
　
G
o
r
k
o
m
,
o
p
.
c
i
1
.
,
p
.
2
8
.
ま
た
　
E
.
R
.
I
I
,
B
i
j
1
.
W
.
p
.
8
9
.
に
よ
れ

ば
'
牛
の
所
有
が
1
頭
の
場
合
'
水
田
耕
作
の
た
め
に
は
不
充
分
で
あ
る
と
表
現

S
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r
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a

㊥
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o
r
k
o
m
,
o
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.
,
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i
t
.
,
p
.
4
1
.

⑲
　
H
a
s
s
e
l
m
a
n
,
o
p
.
c
i
t
.
,
p
.
1
0
-
-
l
l
.

⑲
　
H
.
C
.
H
.
D
e
 
B
i
e
,
D
e
 
L
a
n
d
b
o
u
w
 
d
e
r
 
l
n
l
a
n
d
s
c
h
e
 
B
e
v
o
l
k
i
n
g
 
o
p

J
a
v
a
,
1
9
0
1
,
d
e
e
l
l
,
p
.
6
6
,
d
e
e
l
 
I
I
.
p
.
1
0
1
.

⑳
　
た
め
池
に
つ
い
て
は
M
.
W
.
S
.
I
.
,
3
3
4
,
B
i
j
1
.
1
.
を
参
照
。

㊧
　
例
え
ば
グ
リ
セ
県
で
は
水
田
面
積
六
二
'
七
七
七
'
ハ
ウ
の
う
ち
'
米
作
が
う
ま

-
い
か
な
か
っ
た
面
積
は
一
九
〇
二
年
二
八
'
六
二
五
.
ハ
ウ
　
(
四
五
・
六
%
)
'
一

九
〇
三
年
一
五
'
三
九
七
.
ハ
ウ
(
二
四
・
五
%
)
'
一
九
〇
四
年
l
二
'
九
〇
〇
t
ハ
ウ

(
二
〇
・
五
%
)
'
一
九
〇
五
年
二
一
'
七
一
〇
'
ハ
ウ
　
(
一
二
四
・
六
%
)
'
一
九
〇
六

年
四
'
二
1
九
'
ハ
ウ
(
六
・
七
L
t
)
'
ラ
モ
ソ
ガ
ン
県
で
は
七
1
.
〇
五
七
バ
ウ
中
'

一
九
〇
二
年
一
六
へ
二
五
二
'
ハ
ウ
(
二
二
・
九
%
)
'
一
九
〇
三
年
三
'
九
〇
三
'
ハ
ウ

(
五
・
五
%
)
'
一
九
〇
四
年
五
'
五
二
二
.
ハ
ゥ
(
七
・
八
㍍
)
'
一
九
〇
五
年
四
'
一

三
三
バ
ウ
(
五
・
八
%
)
'
1
九
〇
六
年
〓
'
五
五
三
'
ハ
ウ
(
1
六
・
三
t
f
)
と
年

々
か
な
-
の
比
率
を
占
め
る
。
詳
し
-
は
i
b
i
d
.
,
3
3
3
.
を
参
照
。
こ
れ
に
対
し

て
南
部
で
は
凶
作
は
比
較
的
少
な
い
。
詳
し
-
は
　
M
.
¥
V
.
S
.
L
こ
2
0
5
,
を
参

野
由
　
詳
し
く
は
　
こ
0
く
c
r
z
i
c
h
t
 
b
e
t
r
e
i
T
e
i
i
d
e
 
t
i
c
 
c
c
o
n
o
m
i
s
c
h
c
i
i
 
l
o
c
s
t
a
n
d

v

a

n

 

d

o

 

m

c

c

s

t

c

 

g

c

一

く

e

s

t

c

n

 

v

a

n

 

N

e

d

.

I

n

d

i

e

l

.

"

K

o

l

o

n

i

a

l

e

 

V

e

r

s

l

a

g

,

1
8
9
2
,
(
M
.
I
K
.
I
X
,
E
c
o
n
o
m
i
c
 
v
a
n
 
d
e
 
D
e
s
a
,
B
i
l
l
.
2
2
.
に
収
録
)
　
F
o
k
-

k
e
n
s
,
o
p
.
o
i
l
.
,
{
i
b
i
d
.
,
B
i
i
1
.
2
3
,
に
収
録
)
を
参
照
。
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詳
し
-
は
E
.
R
.
I
l
l
,
p
.
9
2
-
9
8
,
n
.
3
1
0
-
3
1
8
.
な
ど
を
参
照
。

ゝ
T
.
-
V
.
S
.
I
.
.
,
′
2
1
3
,
2
1
4
,
D
i
i
1
.
2
.
を
参
照
。

i
b
i
d
.
,
2
1
3
.
な
お
同
所
に
よ
る
と
各
作
物
の
栽
培
に
必
要
な
期
間
は
ト
ウ
モ
D
.

r
l
シ
三
～
四
ケ
月
'
語
花
生
三
ケ
月
余
-
'
大
豆
三
・
五
～
四
ケ
月
'
甘
謂
三
・
五

～
四
ケ
月
で
あ
る
。

i
b
i
d
.
.
D
H
L
 
1
.
及
び
　
H
i
j
1
.
2
.
よ
り
罪
出
。
な
お
他
の
県
の
比
率
は
シ
ド
ア

ル
ジ
Y
n
県
六
・
七
!
?
-
 
'
モ
ジ
m
ク
ル
ト
県
　
I
t
s
t
　
ジ
n
ソ
'
ハ
ソ
県
〇
三
%
に

す
ぎ
な
い
o
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な

ど

を
参
照
。
相
互
扶
助
の
場
合
'
一
般
に
食
事
と
唱
好
品
が
出
さ
れ
る
の
み
で
不
払

で
あ
る
。

H
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s
s
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l
m
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o
p
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.
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述
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i
l
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,
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ら
れ
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。
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牲
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な
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I
S
に
米
作
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買
付
そ
れ
ぞ
　
　
a
と
'
n
o
.
さ
れ
て
お
り
へ
<
'
<
、
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」
[
=
・
-
?
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何
故
必
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な
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か
理
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が
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。
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i
b
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,
1
4
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及
び
M
.
¥
V
.
S
.
L
.
,
2
3
0
.
な
お
シ
ド
ア
ル
ジ
T
q
県
で
は
貸
出

前
の
水
田
に
も
晩
稲
が
栽
培
さ
れ
る
が
t
 
M
.
W
.
S
.
I
.
3
1
5
.
に
よ
れ
ば
'
こ

の
水
田
が
最
優
先
で
1
0
月
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耕
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さ
れ
る
た
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れ
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。
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M
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.
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.
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ば
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ジ
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ハ
ソ
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よ
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に
も
か
か
わ
ら
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耕
作
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が
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-
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栽
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し
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。
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た
だ
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ジ
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ン
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ハ
ソ
県
の
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は
水
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豊
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で
な
い
の
で
'
砂
糖
キ
ビ
栽
培
の
た
め
水
が
自
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に
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え
な
い
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合
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米
作

に
影
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が
出
る
と
い
わ
れ
る
.
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区
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a
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設
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概
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例
え
ば
シ
ド
ア
ル
ジ
n
県
で
は
水
稲
に
対
し
て
も
'

豆
そ
の
他
の
作
物
の
栽
培
に
必
要
な
水
量
の
み
し
か
給
水
さ
れ
な
か
っ
た
。

な
お
へ
本
稿
で
述
べ
て
き
た
も
の
の
他
に
も
'
砂
糖
キ
ビ
畑
へ
の
放
火
な
ど
を

防
止
す
る
た
め
の
デ
サ
デ
ィ
ソ
ス
ト
が
強
化
さ
れ
た
こ
と
'
糖
業
プ
ラ
ソ
テ
ー
シ

T
n
ソ
の
砂
糖
キ
ビ
運
搬
に
使
用
し
た
牛
の
消
耗
が
放
し
い
こ
と
な
ど
が
'
糖
業
に

よ
る
損
失
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
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-
は
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.
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.
S
.
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.
,
4
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お

　

わ

　

リ

　

に

本
稿
で
は
ス
ラ
¥
ヤ
理
事
州
に
お
け
る
糖
業
プ
ラ
ソ
テ
ー
シ
ョ
ソ
の
展
開
を
借
地
方
式
と
栽
培
の
仕
方
の
二
側
面
か
ら
具
体
的
に
分
析
し
、

こ
れ
ら
と
の
か
か
わ
-
で
農
村
経
済
の
貧
困
化
の
構
造
を
検
討
し
て
き
た
o
　
こ
の
結
果
、
梧
業
プ
ラ
ソ
テ
ー
シ
ョ
ソ
の
展
開
に
よ
っ
て
水
田
の

定
期
割
替
制
が
温
存
さ
れ
、
土
地
集
積
の
道
は
基
本
的
に
は
閉
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
住
民
農
業
は
様
々
な
側
面
か
ら
減
収
を
余
儀
な
-
さ
れ
、

そ
の
発
展
を
阻
止
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
わ
ず
か
に
デ
サ
首
長
な
ど
が
富
裕
化
し
た
こ
と
を
除
け
ば
ー
一
般
に
土
地
占
有
農
民
は

当
時
の
急
速
な
商
品
経
済
の
発
展
に
も
か
か
わ
ら
ず
基
本
的
に
は
分
解
せ
ず
、
全
体
と
し
て
貧
困
化
し
て
ゆ
-
。
更
に
そ
の
下
に
は
大
量
の
ル

ソ
プ
ロ
的
な
非
占
有
晨
民
が
存
在
し
、
プ
ラ
ソ
テ
ー
シ
ョ
ソ
労
働
力
と
し
て
労
働
老
化
し
て
ゆ
-
。
こ
れ
が
梧
業
プ
ラ
ソ
テ
ー
シ
ョ
ソ
展
開
期

の
ス
ラ
バ
ヤ
南
部
に
お
け
る
盈
村
経
済
構
造
の
l
側
面
で
あ
っ
た
.
そ
し
て
ま
た
ー
こ
の
よ
う
な
構
造
を
前
提
と
し
て
は
じ
め
て
権
業
プ
ラ
ソ

テ
ー
シ
ー
ヨ
ソ
の
発
展
も
可
能
で
あ
っ
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

〔
付
記
〕
　
本
稿
は
1
九
七
七
年
の
東
南
ア
ジ
ア
史
学
会
春
季
大
会
の
報
告
に
加
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
稿
作
成
に
あ
た
り
田
中
則
雄
氏
か
ら
貴
重
な
史

料
を
お
貸
し
い
た
だ
い
た
。
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
の
意
と
し
た
い
。
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Sugar Plantation and the Javan Village

by

Yasuo Uemura

The purpose of this article is to analyze the destituted rural economy
of southern Surabaya in the late 19th and the early 20th centuries.
Relating it with the development of sugar plantation, we study the
problem in view of both landholding and farming. The sugar plantation
was operated by means of triennial rotation on a full-year irrigated
land which was leased by a contract in bulk through the intermediation
of desa-chiefs. They enlarged the leased land by practicing upon the
poverty of peasants and the labor force was employed by very cheap
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wages.
For these reasons, regular interchange of paddy field was sustained,

which allegedlly resulted from a intension of labor service (dienst).
And petty peasant owning the field of one bau (0.7ha) or so was not
dissolved, while non-owning peasant was absorbed into the plantation
as laborer. The indigenous agriculture based upon irrigation couldn't
but be devastated because of a lower level of technical development
such as the continuance of land-interchange, culture-system of early
ripening sugar cane, decreasing fertility and insufficiency of irrigation
water.
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